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COLEOPTERISTS' NEWS

日本産ツツキノ コムシ科検索図説 VII注1
ッヤッッキノコムシ族の属への検索およびッヤッッキノコムシ族①

(キクイッツキノコムシ属,  ケナガッッキノコムシ属,
コクョウツツキノコムシ属,  ツヤッッキノコムシ属) -

川 那 部 真

ケナガッッキノコムシ属

触角は9 節からなり, 球t早の末端節にある4 個の感覚孔はいずれも節の先端部から等位置にある. 小あご
コクョウッッキノコムシ属

2.  ツヤッッキノコムシ族0rophiini
ッッキノコムシ族に近縁のグループであるが, 前脚基節が円錐形で基節高から著しく突出することや, 後胸

ll要板後縁の縦溝を欠くことなどを共通の特徴として持つ. 現時点では, キクイッッキノコムシ属,  ケナガッッ
キノコムシ属,  コクョウッッキノコムシ属,  ッヤッッキノコムシ属およびParatnchaPus属 (セイシェル諸島
に分布 ) の合計 5 属が本族に含められている.

属への検索
1.  触角は10節. 小あご外葉は半円形
-  触角は8 節ないし9 節. 小あご外葉は_角形ないし著しく長い=角形
2.  触角球桿は太く, 多少ともかたく連接する. 全ての脛節には外緑に沿って練を具える. 前 腹板中央部は

横に長く深く くぼむ. の渡部順板の第 l 節中央には円形で小さな腹孔を具える.
キクイッッキノコムシ属

触角球i早は細く, ゆるく連接する. 全ての 節の外縁は単純だ力i, 先端外角は丸く広がって数本の棘を具
える. 前胸順板中央部は横に浅くくぼむ. c,''の腹部順板の第1 節中央にあるa更孔は, 嘴状の突起で被われ

外葉は_角形. の腹部順板の第1 節は順孔を欠く
触角は8 節からなり, 球捍の末端節にある4 個の感覚孔のうち1 個は節の先端部に位置する. 小あご外葉
は著しく長い二角形. J'の腹部日更板の第1 節中央にある順孔は, 嘴状の突起で被われる.

ンヤッッキノコムシ属

2-1.  キクイッ ッキノコムシ属 Xgtographus MELLIE, l 847
触角球桿は太い, 球桿各節は多少ともかたく連接, 全ての 節には外緑に沿って十数本の練を具える, 前胸
順板中央部は横に長く深くくぼむ, などの特徴を具える.  ツリガネタケやコフキサルノコシカケなど, 肉厚で
木質のいわゆるサルノコシカケ類に事孔して生活する種が多い. 太短い円筒形の体型から一見キクイムシ科を
連想させるが, これは木質子実体への適応と考えられる. 世界で約40種が記録されており, 日本からは下記の
1 種が知られる.

2- l - l.  キクイツツキノコムシXglographus scheerpeltzi NoBUcHI et WADA, l956
北隆館『原色昆虫大図鑑II」 p216, No28; 保育社『原色日本甲虫図鑑III」 p284, No33.
体長2.28~2.65 mm, 上翅幅1.22~1.39 mm. 体は円筒形で太短く漆黒, 頭部は前胸に被われて上から見え

l l Makoto KAwA MBE: An ill ustrated guide to identi fication of ciid beetles of Japan, VI i
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ない. 体背面は光沢があり, 長軟毛で被われる. 上翅の点刻は1 種類で前胸背板の点刻よりも疎,  しかし大き
さと形はほぼ同様. 山地のブナ林やミズナラ林などで普通. 現在のところ最南部の記録はトカラ中之島. 分布:
北海道, 本州, 四国, 九州, 南西諸島. 寄主菌: ツリガネタケ.

2-2.  ケナガッッキノコムシ属Rhopatodontus MELLIE, 1847
外見はキクイッッキノコムシ属に似るが, 触角球年早は細い, 球t早各節はゆるく連接. 節の先端外角は丸く
広がって数本の棘を具える, 前胸順板中央部は横に浅くくぼむ, などの特徴を具える. また, c,;'の腹部順板第1
節中央にある腹孔は嘴状の突起で被われており, 同様の突起はッヤッッキノコムシ属でも認められる. 全体的
に, キクイッッキノコムシ属の種よりも華奮に見えるものが多い. 世界で約10種程度が記録されており, 日本
からは2 種が知られる.

種への検索
1. の頭幅は両側で半円形の葉状片を形成し, その内側に一対の棘状実起を具える. 前胸背板は前方に向
かってわずかに狭まり, PL/PWは0.83 以上. 上翅は相対的に細長く, EL/EWは1.32 以上. 上翅の点刻
は疎で, 点刻間の距離は点刻直径の1 ~3 倍 ケナガッ ッキノ コムシ

の頭幅は両側でわずかに張り出す. 前胸背板は前方に向かって明瞭に狭まり, PL/PWは0.81 以下. 上
翅は相対的に太短く, EL/EWは1.26 以下. 上翅の点刻は密で, 点刻間の距離は点刻直径の1~2 倍.

アルマ ンケナ力 ツツキノ コムシ

ケナガツツキノコムシ の種への検素

前 と上翅はaが広
PL / P W 0 81
E L / EW 1 26

アルマンケナガツツキノコムシ ケナガツツキノコムシ

2- 2- 1. ケナガツツキノコムシRhopatodontus perforatus (GYLLENllAL, l813)
北隆館『原色l? _rtf大図鑑 II』 p 216, No 27; 保育社『原色目本甲虫図鑑III』 p 284, No 34.
体長1.59~2.14 mm,  上 幅0.76~0.99 mm. 前胸背板の点刻は明らかに上翅の点刻より小さく, 点刻と点
刻の間は網目状の印刻で被われるため光沢がない. 上 の点刻は, 大きく外縁か不明瞭なへそ状で金色の直立
した長軟毛をt二1_え, 点刻間の距離は点刻直径の l ~3 倍. の頭桶は両側で半円形の葉状片を形成し, その内側
に一対の棟状実起を具える. 少ない. 分布: 北海適; ユーラシア. 寄主菌: ツリカネタケ.

2-2-2.  アルマンケナガツツキノコムシRhopalodontus harmandi LEsNE, l917 (和名改称)
保育社『原色口本甲虫図鑑III』 p 284, No 34.
体長1.52~1.96 mm, 上 中,- 0.83~1.06 mm. 前種に酷似するが, 上翅は太短く (EL/EW≦1.26), 点刻が
密で点刻間の距離は点刻直径の1 ~21,''f. c?'の頭幅は画側でわずかに張り出すが, 棟状突起を欠く. 少ない. 分
布: 北海適, 本州. 寄_i菌: ッガサルノコシカケ,  モミサルノコシカケ,  ミヤマウラギンタケ.

2 -8. コクョウツツキノコムシ属H!1atocis KAwANABE, l993
角o角は9  節,  触角球押_来端節の4  個の感覚孔は対照に配列,  小 ご外集は=角形 , f'の順部第1 節は順孔
欠く, などの特徴を目える.  ッヤッッキノコムシ族の中で触角か9 節であるのは本属だけである. 現時点では
目本から l 極が知られるだけであるが, 東南アジアには複数の来記載極が分布する.

2-3-1.  ヤクシマコクョウツツキノコムシ HI'atocis !'akushimensis KAwANABE, l 993
KAwANABE, 1993, Kontyu, 61: 765.
体長1.79~2.05 mm, 上翅幅0.78~0.92 mm. 体は黒曜石のように黒く光沢が強い. f'♀とも頭桶の両側に

=角状の突起を具え, 前9 ・w板前縁は単純.  前胸背板表面は密に点刻を装い,  上翅の点刻よりも小さく深い
- 3 -
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点刻と点刻の間は平沿. 上翅の点刻は浅くまばらで不
規則に分布し, 肩部では部分的に融合する. 外見では
♀の区別ができない. 少ない. 分布: 南西諸島. 寄主
菌: オオスルメ タケ.

2- 4. ツヤッッキノコムシ属 0ctotemnus MELLIE,
l 847

コクョウッッキノコムシ属に近縁であるが, 触角は
8 節, 触角球桿末端節にある4 個の感覚孔のうち1 個
は節の先端部に位置する, 小あご外葉は著しく長い=
角形, の順部順板第 l 節中央にある順孔は嘴状の突
起で被われる,  などの特徴を目える. 過去には, が

巨大な大あごを持つ一群をOr〔)phius亜属, 逆に大あ
ごの小さな一群を0ctotemnus亜属とする考え方が
あったが, 大あごの大きさは必ずしも系統を反映して
おらず, 現在では亜属に分割されることはほとんどな
い.  日本での観察では, 全ての極がカワラタケなどの
肉薄で革質の子実体に事孔しており, 肉厚木質のいわ
ゆるサルノコシカケ類に事孔して生活する種は見つ
かっていない.  世界で約 20種が記録されており,  目
本からは9 種が知られる.

種への検索
1.  体は円筒形. 前胸の◆話は上翅の幅より広く, PW/

EWは通常 0.88 以上. 前 背板は光沢がある.

体は長卵形. 前胸の幅は上 の幅より も狭く ,
Pw/Ewは通常0.88 未満. 体背面は微細な被毛

2

一

  
3

4

一

5

一

6

一

  
7

一

  
8

-

で被われ光沢を欠く
体はより大きく体長 l .33 mm以上. 前脚 節は外側に強く広がる.
体はより小さく体長1.29 mm以下. 前脚脛節は外側に強く広がらない
体は細長く TL/Ewは2.23 以上. の大あごは大きく, 上に反り返る大きな突起を具えッノのように突出
する. 前胸は方形に近い. 前脚脛節は外縁に沿って10本以上の練を具える. 上翅の点刻は小さく, 形およ
び大きさが前胸背板の点刻とほぼ同じ
体は太短く TL/Ewは2. l6 以下. の大あごはあまり大きくなく, 上に向いたッノ状突起を具える. 前胸
は丸みを帯びる. 前脚脛節は外緑に沿って9 本以下の棘を具える. 上翅の点刻はへそ状で大きく, 前胸背
板の点刻より明らかに大きい
の左大あごは非常に大きな棘状の突起を具える. 前胸は相対的に大きく長く EL/PLは1.68 以下. 前胸
背板は細かいが明瞭な網目状印刻があり, 弱い光沢がある. ___ - - - - 力タキバツヤッツキノコムシ
の各大あご上面には小さく曲がった小突起を具える. 前胸は相対的に小さく短くEL/PLは1.71 以上.
前胸背板は平滑ないし不明瞭な網目状印刻があり, 強い光沢がある. - - - ト ゲキバツヤッ ッキノ コムシ

の左大あごは棘状の突起を具える. 体は頑強で, 背面は明瞭な点刻と被毛を装う. 前那措板の点刻は, 小
糖板の横の長さの0. l 倍以上.
の大あごは単純. 体は細長く

0.1 倍未満
体は小さく体長1 .02~1.24 mm
体は大きく体長1.31 mm以上.
上翅は細長く, EL/PLは1.83 以上, EL/EWは1.42 以上. の頭頂には小さいが明瞭な一対の瘤状突起
を具え, 各突起の先端には数本の非常に長い毛の東を装う. ___ - - - - マユナガッヤッッキノコムシ
上翅は細長くなく, EL/PLは1.79 以下, EL/EWは1.39 以下. の頭頂に瘤状突起を欠く .  - - - - 8
前胸背板の点刻は大きく密で, 点刻間の距離は点刻直径の0.5~2 倍. 触角第3 節は第4 節の1.6 倍.

前a自背板の点刻は小さく疎で, 点刻間の距離は点刻直径の1 ~4 倍. 触角第3 節は第4 節の2 倍

第148 号 (2004 年 12 月 )

図1. ヤクシマコクョウッツキ / コムシ

a ya X1‘ s加mensis

ソヤッ ッキノ コムシ

フトッヤッッキノコムシ

アラケ' カタキバツヤッ ッキノ コムシ

背面は細かな点刻と被毛を装う. 前的背板の点刻は, 小桶板の横の長さの

- 4 -
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体は細長い 体は太短い
TL/ EW ≧ 2.23 TL/EW ≦2.16

♂大あごは極めて巨大 ♂大あごはあまり大きくない

ツヤツツキノコムシ

}基
フトツヤツツキノコムシ

前 は相対的に長い 前 は相対的に短い
EL/ PL≦ 1.68 EL/PL≧1.71

圈
前 背板の点刻は
大きい

アラゲカタキパツヤツツキノコムシ

本属の中では最小
TL = 1.02 ~1.24mm

ヒメツヤツツキノコムシ

明l lな綱目状印刻 平清~不明康な組日状印刻

{富 目}差 躍藤盡養 °
。 - ° -

邏要｢器 (前 背板) 。
° °

.

°

。

い
譲. 醫

選
n譲 。 ・°.°。 い

小さい
点刻は

TL≧ 1.31mm

EL/PL≧1.83 EL/PL≦ 1.79
EL/ EW≧ 1.42 EL/EW≦1.39-

新-一順の頭そ
♂左大あごに巨大 状突起 ♂両大あごに上反した小型突起 _ _ _ L_ _L - .、 . - . 、. . 、. . - , _ , _.

一 -L T a -.11一、' ン ノー「 / - l ・‘◆ ン

富 E
点刻は大きく密. 点刻間距
離は点刻直径の0.5 - 2倍
オモゴツヤッツキノコムシ

カタキパツヤツツキノコムシ トゲキバツヤツツキノコムシ

点刻は小さく藤. 点刻間距
離は点刻直径の1 - 4倍
オオツヤツツキノコムシ

( (株)人と自然の環境研究所)
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0神奈川県川崎市におけるァリノスコブェンマムシ
の採集例
ァリノスコブェンマムシEucurtiopsis otami (K.

SAwADA,1994) は, 上 に特徴のある小さなェンマ
ムシで,  ァズマオオァ 1 Pheidole feυIda F. SMITH
の集に共生すると考えられている. 原記載以降の採
集例は少ないが, 神奈川県では他県に比べ多く, 座
間市 (西川・ 丸山, 1993), 二浦半島大楠山 (宮谷,
l996), 横浜市保土ヶ谷区 (島野, l996, l998) な
どから記録がある. 筆者は, 神奈川県川崎市におい
て採集することができたので,  ここに報告しておき
たい.

,

採集された個体は,  クヌギ・ コナラにスギやエゴ
が混ざる林床に設置した11 基のFITの l つに
入ったものである.

1 ex., 神奈川県川崎市多摩区生田緑地公園, 24.
V I 2004, 筆者採集 ・ 保管.
公園事務所に許可を得て, 2004 年3 月末から

FITによる調査を継続しているが, 得られたのは
11 月現在この1 例だけである.

引用文献

宮谷 明, 1996. アリノスコブエンマムシを :
. 1由'平一島で採

集. 神 川 報, 1114):68.
西川正明・ 丸山 清, 1993. 座間rlJの甲虫日. 座間l lJの動

第148 号 (2004 年12 月)

物: 219-246. 座間市教育 会.
i j野組之, 1996. 横浜国立大'、f:内でのアリノスコブェンマ
ムシの採集記録. 神/川'」1報, ( l l5): 36.

島野智 , l998. 横浜国、t大 f:内てのアリノスコブェンマ
ムシの採集記録. 神/f川 報, (1211: 32.

(東京都世田谷区, 鈴木 亙)

0北海道におけるマダラコガシラミズムシの追加記
録
筆者は北海道未分布とされていたマダラコガシラ
ミズムシHaliplus tsukushiensis YoSHIMURAを伊
達市から記録していたが (山川, 2001),  その後後
志管内寿都町からも本種を記録したので報告する.

6 exs., 北海道寿都郡寿都町浜中 (国土地理院標準
地域 メ ッ シュ No 6440- l2-12).  l 9. VII 2004.
( 写真)

1 ・

1

l ex.  同所.  31. VII 2004.
伊達市のケース同様,  水田地帯の一角から得られ
ている.

参考文献

秋山美文・ 坂本 ・i i, 2000. 広島ll l-の水生食肉中虫類 (コ
ゥチュゥ目, オサムシl-1_科). 比和科学博物館報,ll (39):
5 - 53.

中根1j彦, l985.  ll 本産ヒメコガシラミズムシ属の極-の再
検・t. 北1L州のh 器32(2): 61-67.

中根1 v彦,  1987.  ll  本の甲虫 (80).  i と目然22( l l ): 26-
30.

Regjmbart, M.. l899. Re、,ision dos Dyt iscidae de la

Region Indo-Sine-Malaise Extai1 des Annates do ta
Societe Entmologique do France(68): l86-367.

Vi繼i正率, l985. 原色口本甲 図整(Il). (保育?l:) PP.180-
l 81. 187.

sharp, D., l884. The water beetles of Japan, Trans ent.
Soc. Lend. ( l884): 439-469.

山川離大, 2001. 北海通からマダラコガシラミズムシを記
録.  月刊むし (368): 51.

(北海道室蘭市,  山川雄大)
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沖縄本島産アマミコガタノサビコメツキ雌の形態

大平仁夫・ 木村正明

No. 148 (Dec 2004)

Notes on the female structure of Lacon (1 aeon) Para11elus amamiensts (Coleoptera
Elateridae) from Okinawa-honto Island in the Ryukyu Islands

Hitoo OHIRA and Masaaki KIMURA

ァマミコガタノサビコメッキLacon(Lacon) para11e11us amamtensisは, 奄美大島の八津野で得られた1 雄
個体に基づいて, OHIRA(1967) が記載した亜種である. 原記載以降, 奄美大島からの再記録はないが, 吉田・
黒田(2001) は沖縄本島国頭付の大国林適沿いの立枯の空洞内で1 雄を見出したことを報告しており, 大平・
黒田(2002) はこの体長8 mmの雄個体を図示している.
者の一人である木村は, 沖縄本島北部の山林で2 雄4 難個体を見出したので, まだ末知であった雌個体を

中心にここに記録することにした.
形態の概要
難. 体長は8.5~10 mm内外で, 一般に雄よりやや大形であり, 体の両側の後方への細まりはより弱い(Fig.

A

Fjg. l . Some femal structure of L. (L. ) parauetus anamie lsis,0kina、、'a-honto Is.of the Ryukyu Islands.
A, Adult, body length 10mm; B,2nd to4th segments of antenna; C, right hind comer of Pronotum; D
sclcrotized plate in bursa copulatrix.
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Fig 2. Outline of the female internal reproducti、'e organs of L. (L) ParauetuS amamienSiS

IA) また, 触角は雄よりやや短く, 末端は前的背板の長さの2/3 近くに達する程度で, 第3 節は倒円錐状で第
4 節よりやや長い(Fig. lB). 前胸背板は膨隆し, 正中部の縦凹溝は雄と同様に不明瞭で, 両側緑は後角やや前
で顕著に内方に湾曲し (Fig. lC↑), 後角は後外方にとがる.
内部生殖器の外形は図示(Fig2) したようである.  f':・宮(Co1letrium) は軟弱な橋円形状の装であるが, そこ
から1 対の小形で球状をした膠質分泌﨎・Colletrial  gland)  を有する.  交尾愛 (BcPx)  はほぼ球状をした であ

るが, その内部には図示したような l t ｶの大形機長の精円形状をした硬板状物を有し,  この板状物からは下方
に向かって大小の棘状の実起を不規則に生じる(Figs. lD;2). また, この交尾褒の上端部から, 1 本の短い付属
表(Ace GI) 力i伸びているが, これら内部生殖器の付属陳の生じる位置や, 袋内の硬板状物の外形などは, 属内
ではほば共通している.
その他
原名亜種については, 大平・ 平松(2002) が和歌山県産の雌雄の形態を報告している. 体は一般により大形
で, 体長は12~ l3 mm内外のが多い. また, 体の両側は雌雄とも平行状であるが, 沖縄産亜種では雄個体の両
側の後方への細まりがより顕著である. また, 受精受内の硬板状物やそこから生じる棘状実起物などは発達が
きわめて悪い. 本州産では, この 内にもう1 個の小形の板状物を有するものが多いが, これも存在していな
い しかし,  これらの硬板や練状突起物は同一地域内でも個体変異が見られるので, 沖縄産亜種の特徴にはな
り得ないと考えられる. 今後,  さらに多くの個体を調査して亜種の特徴をより明確にしたいと考えている・
原名亜種の幼 は松類の?':1木 (根株も含め) に入ること力?知られているが, 奄美大島や沖縄本島での幼虫は
まだ判明していないし, 生息する朽木の樹種も不明である.
調査標本: l f l♀, 沖縄本島東村高江, 18-IV-2003, 木村採集; lc,''', 同上, 6-VII-2003, 本付採集; lc';'1♀,
沖縄本島国頭村安波, 21-Iv-2003, 木村採集(この内のl♀を分解して図示); 1♀, 同上, 17-IX-2003, 木村
採集. いずれも林内の高さ2 mほどの所に設置した6 ワットのブラックライトに飛来した.
分布: 琉球列島 (奄美大島, 沖 本島).

引用文献

0HIRA, H, lg67 The Elateridae of the Ryukyu Archiperago, I IColeoptera). Trans. Shikoku ent・ So(、・,9(3):95-106・
大平l二 ・ 平松広口, 2002. 和歌山県産コメッキムシ類の記録(13). 南紀生物, 4411):50-52.
大平f一表・ .ff1:田1右次, 2002. 沖縄本島産アマミコガタノサビコメツキ. 甲虫=ユース, (139):18・
吉田正降・ 里田?右次, 2001. 2000年沖識本島」ヒ部調f l記. 徳島 , (12): 25-30.

(大平: 岡崎市舞木町; 木村: 那觀市泊)
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良好な森林に生息するコパネッッシンクイ

槇 原 寛

No. 148 (Dec 2004)

コバネッッシンクイAtractocetus mppomcus(NAKANE) (図 l ) は屋久島の天然林で1983 年7 月20日に採
集された l fに基づき記載された (中根, 1985). 屋久島以外では四国南部, 伊豆御蔵島,  トカラ列島, 奄美大
島, 沖縄島, 石垣島, 台湾 (伊 ・ 頼原, 2004) に分布するが, どの地域でも捕i整個体数は少ない. そして,
コバネッッシンクイの仲間は雌成虫が産卵時にアンプロシア菌の胞子をねばねばした物質で卵に付者させ, 幼
虫が衰弱木や枯木の硬い部分に 孔し, 坑道内壁の増殖したァンブロシア菌 (Ascoidea属) を食する, 生態的
にも興味深い昆虫である(FRANcKE-GRosMANN, l967). 筆者は2004 年奄美大島瀬戸内町油 岳林道で本種を
多数, 捕i整した. そして, その生息環境, 発生時期などについて多少の知見を得たので, ここに報告をする.
なお, 調査にあたり, 便宜をはかっていただいた奄美大島瀬戸内町森林組合, 瀬戸内町教育委員会の方および
瀬戸内町在住の前田芳之氏に厚くお礼を申し上げる.

調査地および概要
奄美大島南部の瀬戸内町に位置する油井岳 (標高481 m) から北に延びる油井岳林道1,2 号線に沿 って, 天
然林区, 皆伐後約20年の二次林間伐施業区, 皆伐後7 年の二次林区,  スギ林区 (約30年生), 皆伐後2 年生
区, 皆伐後 l 年生区 (図2) にマレー ズトラップ (以下,  トラップ) を各3 基ずつ設置した. 当地は皆伐後,
天然更新地が大半である.  トラップは長さ1.8 mのタウンズ型である. 設置場所は林道脇の林緑部が主である
が, 皆伐後2 年生区, 皆伐後 l 年生区では風の影響が少ない隣接する林との境に設置した (図3). 設置期間は
2004 年6 月27 日から10月 l4 日であるが, 皆伐後7 年生二次林区のみ調査は7 月16 日より開始した. 捕推
昆虫の回収は7月2 日, 7月15 日, 7月27 日, 8月10日, 8月24 日, 9月7 日, 9月19 日, 10月14ロに
行った. そして, 昆虫の捕虫部のプラスチックの筒の中にはプロピレングリコール原液を入れ, 使用した. な
お, 8 月25 日から9 月7 日までの回収は台風 l6,18 号の影響でトラップが吹き飛ばされたため, データは取
れなかった.

結果および考察
コバネッ ッ シンクイは 22 ,50 o捕推された (表 l). 捕獲されたのは天然林に設置したトラップに人った
ものが大半で,  7 月 3 目から l5 日に7 , l♀, 7 月 l6 日から7 月27 日に9 , 2♀早,  7 月 28 日から 8 月

10日に3c11;'。l', l早, 9 月20日から10月 14 日に2 であった. この他には皆伐後 l, 2 年後地区のトラップで
7 月3 日から15 日に各 l f , l♀が捕獲されただけである. 天然林でも比較的, 明るい所のトラップには2 個体

A A ' B
図1. コ 、ネッッシンクイ Atrac tocetus n ippo:mcus (NAKA E)

A: f , 12.1 mm; B: 9, 12.5 mm; A. B: 背面; A', B': 側面

-  g  -



甲虫ニュース 第 l48 号 (2004 年 l2 月)

図2. 美大島油井岳林道におけるマレー ズトラップ設l置地点

表1.  マレー ズトラップによるコバネッッシンクイ捕推個体数 (2004 年,  電美大島油井一林適) 8.25~9.7 は台風によ
り.  トラップが吹き飛ばされ, 1」-の回収ができなかった

調f j口 天然林 皆l?後 l 年 皆使後2 年 管伐後7 年 皆伐後20年 スキ30年生

6.27 ~ 7. 2
7. 3 ~ 7. l 5
7.16 ~ 7.27
7.2 8 ~ 8. 10
8. l l ~ 8.24
8.2 5 ~ 9. 7
9. 8 ~ 9. l 9
9. 20 ~ 10.14

0
7 ,

l

9,fcj''. 2♀
3 , 1

0

0
2

0

一一

'b
0

0
0

一0
0

0
1

♀0
0

0

一0
0

一

0
0

0

一

 
0

0

0
0

0
0

0

一0
0

0
0

0
0

0

一0
0

計 21 , 4早♀ lei;' l

だけで, 大半の23 個体は暗い所のトラップで捕獲された. このことから, 皆伐地で捕獲された2 個体も明るい
皆伐地から飛んできたものでなく, 暗い林内側から飛んできたと推定される. 前述のように屋久島でも天然林
で採集されているし, 沖縄島では5 月下旬に北部の, 天然林ではないが, 良好な森林に設置したマレー ズト

ー l 0 -
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図3.  林報部に設1111 したマレー ズトラッフ
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図4.  マレー ズトラーノフによるコ '、ネッッシンクイの捕1尞ﾁ長

ラップで捕推されている (伊識・ 頼原, 2004). 上記のことから, 本種は天然林ないしは, それに近いような森
林環境には数多く生息していると恩われる. 森林総研では,  これまで多くの研究者が, 南西諸島から, 新鮮な
材から腐t i木を持ち帰り, 孔虫類を羽化させているが, 本種の羽化脱出は記t言1にない.  このことから,  コ 、
ネッッシンクイが天然林内の大木を生活の拠点としている可能性が高い. そして, 奄美大島の例から, 主な出
現期は7 月で秋にも発生するが出現時期は比較的短い(図4). 複限が大きいため夜行性と考えられるがこれま
で灯火採集で捕推されたことがなく ( インドネシアのこの仲間は灯火によく飛来する), 人目に触れる機会の少
なかった 虫と考えられる.  このような理由でコバネッッシンクイはこれまで, 採集例が少なかったと思われ
るが,  マレー ズトラッブを使って多数個体が得られることが分かったことで, 良好な森林の指標的な昆虫とし
て位置づけがなされたといえる.

参考文献

FRANcKE-GRos1MA、・?, H.、l967. Ecosymbiosis in '゙cod-inhabiting insects. pp.141-205. In S. M. HE、'R、 (ed), Symbiosis,
11,4,l3 pp. lNew York: Academic Press).

伊船実毅・ 極原 1., 2004. ,中 島表記録の中 2 報. lfl r l1ニュース, l l 45): 6.
中限1?1?, 1985. l4久島に,'t:するl l] iにって. 11.久「のn然, 屋久島原生l l然環境保全地域調査報1'1,11 (環境「1自然保i更
°編), 587-631.

(独立行政法人 森林総合研究所)
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0石川県納i i島におけるコスナゴミムシダマシとゴ
マダラカミキリの採集記録
石川県輪島市i由倉島(へぐらじま) は, 能登半島輸
島港の北約50 kmに位置する, 標高約 l3 m, 周囲
約7 kmの孤島である. この島は300種を超える渡
り島の中継地として有名であり, エソツルキンパイ
の国内南限産地であるなど植物相にも特徴がある
が, 規機が小さいことと特産種が知られないことか
らか, 甲1:1.の調査記録はほとんどないようである.
筆者は, 陸貝研究家の小泉 詳氏からこの島で採集
されたコスナゴミムシダマシ GonocePhatum con-
aceu;m MoTscIIULsKY とゴマダラカミキリ AnoP10-
phora matasiaca(THOMSON) の標本を意与いただい
たが,  ト記のように両種とも既存の:i一要な文献にこ
の島への分布は記されていない. よってここに記録
しておきたい.
コスナゴ ミムシダマシ 1 ex., 石川県輪島市軸倉
島, 23-25. IX 2004, 小泉享詳採集, 筆者保管.
ゴマダラカミキリ 2 ', 同島, 23. IX 2004, 小

泉享詳採集, 者保管.
コスナゴミムシダマシは, カタッムリの死殻中か
ら見出されたもので, 採集時には生きていた (島内
各所で死殻を抬ったため, 場所は特定できない). 文
献 l),2) によれば,  本極の国内での分布は北,  本,
L'_q, IL, 佐渡, 伊豆諸島, 隠岐, 対馬, 男女群島,
. ・島,  屋久1量「,  奄美大島となっている
ゴマダラカミキリは, 病院等がある島の中心部か
ら南西端の奥津比咩神社に到る内陸の歩道の,Iii道
で, 結章, ,fill本に静止していた. 周辺の環境は若齢
木を主体とする明るいマツの疎林で, 林床にッワブ
キが多く , 近くにはスズタケ ? の太いものが生え
ていた (写真). 採集された2 個体を, 筆者が所有す

写真. i由合島内「,指部の環境

る本州 (秋田, 新潟, 茨城, 兵1車) 産の標本と比べ
てみたが, 斑紋の個体差以上の差異は見出せなかっ
た. 文献1), 3), 4) によれば, 本種の国内での分布
は, 北, 本, 四, , 奥尻, 粟島, 佐渡, 伊豆諸島,
一iti島, 淡路, 小豆, 隠岐, 対馬, 壱岐, 福岡沖ノ島,
福江島, 種子島, 沖縄本島となっている.
末筆ながら, 貴重な標本と採集地に関する詳細な

- l2
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情報を恵与された小泉氏に心からお礼中しあげる

参考文献

1)  平i t1義'ム二 ﾄ修,  1989.  ll  本産 i t1、総 l l録.  I L州大 'f:;・・
字部 学数室.

2) MAsL,MoTo, K.. 1985. The Japanes species of the
genus Gonocephalum (Coleoptera. Tenebrionidae).
El、,tra. l2: 27-37.

3)  l l本学高越[1学会 ,  1984.  l l本産力ミキリ大図鑑. 。l
談社.

4)   大林延 ほか細,  l992.  I I本産力ミキリムシ検素図
i \ 東海大''f:出 会.

(埼玉県さいたま市,  芳資 餐)

0アオ ドウガネを東京都町田市内の家庭菜園で採集
近年, 南方系 虫類の北上が指摘されている力',
これまで西日本の温1暖な地域に分布し, 東日本では
ほとんど見られなかったァオドウガネ Anomata
atbopi1osa (HOPE) も東京都内の各地で発見・ 記録
されている. そして,  これら都内の採集地等につい
ては酒井(2004) によって統括・ 報告がなされ, そ
れと同時にこれら地域での本種の発生は, 都市化や
温暖化等による環境の変化に関係するものと示唆さ
れている. 私が在住している東京都町田市でも昨年
から本種の姿か見られるようになり, 本年は昨年以
上に出現頻度が高かった.  これまで, 町田市内から
本種の採集例は報告されていないようなので以下に
記録しておきたい. なお, 採集個体のすべての採集
地は町田市成瀬台, 採集者は筆者自身であるので採
集データには採集個体数および採集年月日のみを表
示した.

4 exs., 25. VII 2003; 5 exs., 3. Vm 2004; l ex.,
5. Vm 2004; 4 exs., 15. VIII 2004; 1 ex., 22. Vm.
2004; 1 ex., 25. Vm 2004; l ex., l5. IX 2004.
なお, 上記採集個体はいずれも家庭菜園で裁培さ
れているモロッコ豆の葉を食害していたが, モロッ
コ豆を撤去した後はナスの葉を食害している1 例
も認められた. 本種はこのようにそ菜類への加害が
認められたが, 西垣(1977) および法橋・ 長嶺
(l978) 等は九州南部や琉球 (沖縄本島, 宮古島, 石
垣島) における本種の農作物への加害状況を報告し
ている. 従って, A・後本種が本州各地へ分布を拡大
しながら農業害虫化することが懸念される.
末筆ながら文献についてご助力いただいた柴田泰
利氏 (町田市) に御礼申しあげる.

引用文献

法橋信19- ・ 長fill將昭, 1978. 冲 におけるァオ ト ウカ ネ大

発生の原因と対策. 物防疲, 32 (7): l -6.
e・tit11' t治郎, 1977. 最近のコガネムシ類の'?常発生とその
原因一アンケート調flのとりまとめ結果一. 同 l:, 31
( l l ): 9 - 14.

酒1、.  .Ill:, 2004. 都内におけるァオドウガネo),11録. e?的
通f , l8): 44.

( 東京都町田市,  渡辺泰明)
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0アカマダラハナムグリの一生態について
アカマダラハナムグリ Anthracophora (Poeci1o-

philides) rusticota BURMEIsTER,1842 は, 樹液でた
まに採集されることが知られているくらいで, 生態
についてはまったく分かっていないと思われる. 筆
者らは, 本種の生態に関して大変興味深い例を知る
ことができたので, 今後の生態解明に向けての一助
となればと思い報告する.

2003 年8 月5 日, 愛知県知多半島において, 常
緑樹林内に生育する樹高約 10 mのグロバイSym-
p1ocos prumfotiaの地上6 mに架けられた 禽類
の果内より採取した残留物を調査するにあたり, 筆
者らの一人新井は, 巣中で蛹化した昆虫類に気付き
保管した. その後羽化してきたものが本種であっ
た.  さらに新井は, 未発表の例として静岡県内のi
禽類の集中でも本種が採集されたことを確認してい
る.  このことから, アカマダラハナムグリは,  これ
らi ﾜ,禽類などの食べ残しやぺリットなどを9E「として
J虫が育っている可能性がある. 餌だけの間題なら
ば鳥の果でなくても良いと思われるが, 鳥の果の中
は他の動物に持ち去られる確率が低く安全な場所に
なっていると考えられる.

. -
f

韓

.,

、a

なお, 本種の生態については詳細な調査を行わな
けれは確かなことは判明しないが, ム・後調査・ 研究
される方は, 島類の生息に影響を'-i-えぬよう, .島類
研究者の助言, 協力の下に行っていただきたい.
最後に, t資重なデータの提供を快諾された, (財) 日
本気象協会の角本隆市氏に心より感謝する.
(静岡県静岡市, 石川 均; 静岡県焼津市, 新井 真)
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0屋久島でコジマヒゲナガコバネカミキリおよびシ
パタヒゲナガコパネカミキリを採集
コジマヒケ'ナガコハネカ ミキリ Giaphyra ofi-

mai(MATsusll1TA) の分布は, 図鑑によると北海道,
本州, 佐渡, 隠岐, 淡路島, 四国, IL州, 対馬, 平
戸島, 下種直,Ei「になっている. また, 森(1984) は,
子島のイIE里崎で採取したゴンズイから羽化脱出した
29 個体を記録している.筆者は, 屋久島においてシ
イの花に飛来した以Fの個体を採集したので報告す
る.

3♀♀, 鹿児島県熊毛郡屋久町小島, 31.111.2004.
l早, 鹿児島県熊 i郡屋 '人.町平内,  l6. IV 2004.
シバタヒケ'ナカコバネカミキリ Giaphyna shiba-

tai shibatai HAYAsl il) の分布は, 目本産力ミキリム
シ大図鑑では, 中之島, 奄美大島, 徳之島になって
いる. 森(1984) は, 種子島の南種子町で採取したク
ロキ,  ミミズハ イから羽化脱出した多数の個体を記
録している. 筆者は屋久島でシイの花にfit来した以
下の個体を採集したので報告する.

1。;'', 鹿児島県熊 i部屋久町小島,  l7. IV 2004.
1早, 同上, 22. IV 2004.
両 lの力ミキリムシを同定していただいたム・坂正
一氏に深くお礼申し上げる.
なお, 図鑑では, 属名は共にMo1oruchusと表記
されている.

参考文献

l l 本 ''fl会 , l 995. l l 本IIE_カミキリムシ大図鑑.  pp.
2 85 -288. .表 t.

無 - ?, l 98,1. f-島(.')力ミキリムシ. Satsutna, 33192):
106 - 126.

( 鹿児島県熊 i郡ｴ久町,  久保田義則 )

0台湾省蘭◆興島におけるハチジョウチャイロコメツ
キダマシの記録
ハチジョウチャイロ コメ ッキダマシ Fornax

hachijoms HlsAMATsu, 1963 は,  伊 諸島 (八
島), 小等原諸島 (母島・ ?島), 琉球列島に広く分
布することが知られているﾝ重で るが , 台湾地域
らの記録はなかった. '事者は, 蘭l興島で本種を採集
することができたので, 新記録としてここに報告し
ておく. 得られた個体は, 受け皿の液体として食
を用いたFITに入ったものである.

l ex.,  台湾省台東県蘭 島横質公路 (系i;頭~野
銀), 22-23. VIII 2004, 筆者採集・ 保管.

引用文献

;合本 11., 2003. ハチジョウチャイロコメッキタマシの採
集記録. 甲!1ニュース, ( l l2): 10.

fも本 l l_, 2 00,1. コメ ッキダマシ科. 神1'ー川ll,、、'/.生命の
ll' ・ 地f求t専物館か行った l997~2003 ,、-の調flて1.1ら
れた小 原の11111 i録. 神/ 川g.亦 研報 ( 「1 然) ,
( l 2 ): 7,1.

(東京都ti1-田谷区,  鈴木 亙 )
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0福岡県におけるチンメルマンセスジゲンゴロウの
採集記録
チンメルマンセスジケ' ンゴロウCoPetatus zm-

mermanni GscHwENDTNERは国内において,  本州
(秋田県, 静岡県), 九州 (佐資県, 長崎県, 能本県,
宮崎県, 鹿児島県) および南西諸島 ( トカラ中之島,
沖永良部島, 久米島) から記録されているセスジゲ
ンゴロゥ属の一種で, 主に池から採集され- 一般的に
稀な種とされる (森・ 北山, 2002). 筆者らは 回,
福岡県初記録となる本極-を採集したので,  ここに報
告する.

4 4 , 19. VII 2004, 福岡県福岡市西区西浦,
中島 淳採集 ・ 保管 (図 l ).
採集地は海岸から700 mほどの位置にある小さ
な池で (図2), 周辺環境は主に畑地であり, 全面を
ホテイァオイに種われ底部には腐植質が堆積してい
る. 同所的に,  ウスイロシマケ'ンゴロウ,  コツプゲ
ンゴロウなどが採集された. 当池は恒常的な水の出
入りはないものと思われ, 腐植質が堆横している影
響からか水は黒く濁りメタン具のする池で, 水質は
あまり良いとは言えない.  しかし, 岸部のイネ科草
本の根際などで上記標本以外にも多数採集され, 個
体数は多いようであった. 筆者らが周辺の池などを
捜索したものの, 現在までのところこの池以外では
得られておらず, 貴重な産地であるものと考えられ
る. 本種を含むセスジゲンゴロウ属の好適生息環境
についてはあまりわかっておらず,  また移動する性

図1 . 福岡1「i産チンメルマンセスジケ' ンゴロウ

l 4

第148 号 (2004 年12 月)

図2.  採集した1也.  ホテイァオイに担われ水面は見え
ない.

質も強いことから,  この池が本種の生存においてど
れほど重要な環境であるのかは定かではないが,  こ
れまで県内で全く見つかっていないことなどを考え
ると, 重要な生息環境の一つとして今後も動向を見
守って行く必要があるものと思われる.
末筆ながら, 本種の発見・ 調査にご協力いただい
た福岡県立北1L州高校魚部の学生諸氏に この場を借
りてお礼申し上げる.

引用文献

森 正人・ 北山 昭, 2002. 改・「版図,1 ｩl l本のケ 'ンゴロ
ウ. 231 pp. 文一総合出版.

(九州大学大学院水族生産学講座, 中島 淳)
(」ヒ九州高校, 井上大 )

0礼文島における水生甲虫類8 種の記録
北海道礼文島久種湖湖畔にて故 江本健一氏が

2001 年9 月5 日に採集した以下3 種の水生甲虫類
を検した.
ミヤマ ミ ズスマシ Gyrtnus reticutatus BRINCK

2exs.
ホソ ダルマガムシ Hydraena nparia (KUGELAN)

l ex.
ク ポタ マ ル ヒ メ ドロムシ ()ptioserυus kubotai

N oM URA 3exs.
3 種とも北海道の渓流環境には比較的普通に産す
る種であるが, 礼文島からの記録は初めてと考えら
れる.
故江本健一氏には,  日頃よりお世話になり, 数多
くの水生甲虫類の標本の恵与をいただいていた. 今
回報告した標本類も生前にいただき報告するのが遅
くなってしまった.  ご冥福をお祈りしたい. 北海道
開拓記念館の堀 繁久氏には, 礼文島における水生
甲虫類の記録についてご教示いただいた. お礼申し
上げる.

( ( 株) 環境指標生物, 吉富博之)
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与那国島における歩行虫類の記録
与那国島は流球列島の南西部に位置し, 台湾からは約100 kmほどで, 面積約29 平方kmの小さな島であ
る. 島の周囲は切り立った断建で, 一般に南国をイメージさせる美しい白い砂浜は,  この島においては数少な
い資重な存在である. 島の内陸は東側の字良部岳 (標高231 m) やインビ岳と西側の久部良岳といった, 亜熱
帯林に覆われる山塊の周囲に草原が広がり, 草原はそのほとんどが放牧地として利用されている. 周囲には属
島がないことから海風の強い場所が多く, また大きな河川が存在しない代わりに沢が多いのも特徴的である.
この点で, 石垣島や西表島のようなやや面積の大きな島とは環境面で異なる.
与那国島の歩行虫類に関する報告は, 原(1980) がまとまった種数を記録している外は断片的なものがほ
とんどであるが, 東ら(2002) の琉球列島産昆虫目録により過去の記録が取りまとめられており, その概観を見
ることができる. 東らの目録から与那国島の記録として判別できる歩行虫類は3 科(Cicindelidae, Carabidae,
Brachinidae) 58 種で,  この他に笠原(1980) と田中(l986) で記録されたが抜けているものがそれぞれ1 極ず
つ,  また豊田(2003) が追加した1 種と田中(2004) が追加した2 種を含めて合計3 科63 種がこれまで確認さ
れている.  しかしながら石垣・ 西表両島から記録され与那国から未記録の極が数多く存在し, より綿密な調査
を実施することで種数が増加するであろうことは容易に想像力'つく. 琉球列島における生物の生息環境の変化
は佐藤(2001-a, b) 等が指摘するとおり, 道路整備や観光資源開発等によりここ10年ほどで急速に進行してお
り, 島という限られた資源下での生物相を把握するための調査と固有種・ 希少種の生息環境保全は急務である
といえる. ':華:者は l993 年より琉球列島の甲虫相に興味を持ち調査を行っているが,  本構1ではこのうち与那国
島で実施した歩行虫類の調査成果ならびに知人よりご提供いただいた標本をもとに, 新知見を含めた現時点で
確認されている歩行虫類の種数について整理を行った.
本稿を取りまとめるにあたっては,  日ヒ直よりたいへんお世話になっている国立科学博物館の上野俊一t専士,
名古屋市の佐藤正等博士, 品川区の森田誠ロJ氏をはじめ, 多くの方々 にご協力いただいた. 本稿の内容は日本
鞘翅学会第17 回大会のゴミムシ分科会において單者が発表したものである力', 同分科会にご出席された各氏
には貴重な助言をいただいた. 特に北区の荒井充朗氏には,  これまで目本のファウナから見洛とされてきたス
ジナシヒョゥタンゴミムシの貴重な情報についてご教示いただいた. また秋田県大館市の尾崎俊寛氏にはッヤ
ナガゴミムシ類に関する貴重な情報をご教示いただいた. さらに愛媛大学の栗原 隆氏, 東京農業大学の石川
忠博士, 同大学の水島大樹博士・ 観 智之氏・ =田敏治氏, 群馬県松井田町の佐藤陽路樹氏には与那国島で採
集された歩行虫類標本のご提供をいただいた. そして妻の志保には文献や現地での調査で多大なるご協力をい
ただいた.  この場を倍りて関係諸氏に厚く御礼申し上げる.

調査方法
現地での調査方法は補虫網やたたき網を使用した任意採集と共に, 師いとッルグレン装置を利用した土壊甲
虫の採集,  ライトトラップ,  フライトインターセプトトラップ(FIT)等の手法も活用した.  さらにアダンやス
スキ・ サトゥキビ等の葉鞘間に生息する種の採集, あるいはU字側溝の堆積物さらい等, 歩行虫類を採集する
にあたって有効な採集方法は横極的に行った. べイドトラップについては琉球列島での経験により, ほとんど
効果のないことを確認しているので, 滞在期間に対しての労力を考慮に入れ現在のところ実施していない.

与那国島産歩行虫類目録
本目録は, 与那国島から過去に記録された歩行虫類について2004 年 l l 月現在で取りまとめたものである.
その結果, 合計3 科75 種 (新記録 l2 種, 未同定種を含む) を確認した. この他にも若干の不明極が得られて
いるようであるが, 詳細不明のため今回の目録からは省いた. 目録は分類群ごとに学名・ 和名の順で記し, 新
たな記録のあるもの以外は種名のみで, 既知産地や引用等は特に示していない. ちなみに種の記録に関する根
拠は東ら(2002) の引用を基本としており, 原典を全て確認しているわけではないことを断っておく.
採集記録については, 地名・ 頭数 (雌雄)  ・ 採集年月日・ 採集者の順で示し, 各種ごとに特筆すべき事項が
あればそのあとに記した. またライトトラップで得られたものについてはLTの略号を示した.

Cic indel idae ハンミ ョウ科
これまでに3 種が確認されている.   与那国島には規模の大きいマングローブは存在せず,   このため Cicin

deiayod0ヨドシロヘリハンミョウのような種は生息していないものと考えられる.
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1. Cicindela yuasai okinaωense (HoRl et CAssoLA, 1989) オキナワシロヘリ ハン ミ ョ ウ

比川浜: 6f 6 ・  2001 .VI .16-18,  筆者採集
2. C. sPecularts (CHAUDolR, l865) コ ハ ン ミ ョ ウ

久部良岳付近: 1♀, 2000. V. l8,  石川忠採集(LT); lc,;',  2001. VI.15, 筆者採集(LT).
3. Couyris1oochooensts KANO, l 929 ヤェヤマクビナガハンミ ョウ

Carabidae オサムシ科
Scar i t i nae ヒョウタンゴミムシ亜科

3 極が記録されている. Scantes lubricipennisスジナシヒョウタンゴミムシは目本からは与那国島のみで生
息が確認されている種で, 島の歩行虫相を特徴づけている.

1. Ctiυma 1obata り'ukyuensis HABU, 1975 ミナミヒメヒョウタンゴミムシ
字良部岳付近: 30頭,  18. VI 2001; 3 頭, 2004. IX 9,  いずれも新井志保および筆者採集(LT).
2. Dyschinus formosanus KuLT, 1949 ハネモンチビヒョウタンゴミムシ
3. Scarites tubriclpennis MiNowA, l932 スジナシヒョ ウタン ゴミムシ

田中 (1986) により与那国島の東崎 (あがりざき) から日本で初めて記録された,  ヒョウタンゴミムシの大
型種.  本種は台湾原産であるが,  与那国島の種については交尾器等の詳細が未検討のようで, 同定には若千の
問題を残している.

Bembidi inae ミズキ' ワゴミムシ亜科
現在のところ10種が確認されているが, 砂浜が少ないためか海浜性種がほとんど見られないのが特徴的で
ある. 今回の整理により,  与那国島初記録の3 種が見出された.

1. Lym 'iastis suglmotoi HABU, l975 スギモトホソコミズギワゴミムシ (与那国島初記録)
宇良部岳付近: 1 ・ 2004.  I X9 者採集(LT).
2. Paratachys fiasciatus fiasciatus (MoTscHULsKY, l 861) クロオビコミズギワゴミムシ基亜種
字良部岳付近: 3 頭,  l8. VI 2001, 筆者採集(LT). 樽舞湿地: 2 頭, 2004.IX. l0, 華者採集(LT).
3. P. uenoianus (HABU, l974) ウェ ノ コ ミズギヮ ゴ ミムシ

琉球列島からは与那国島のみで得られている.
4. Paratachys sp.  コ ミズキ'ワゴミムシの一種
久部良岳付近: l♀, 2000.V. l8, 石川忠採集. 宇良部岳付近: l♀, 2001.VI. l8, 新井志保採集(LT); l(,フ',

2004. IX 9, 筆者採集(LT). 与那国島からはP. pauescensウスイロコミズキ'ワゴミムシが記録されているが,
森田氏によればこの種は極東ロシアから朝鮮半島,  日本の北海道・ 本州・ IL州にかけて分布する, 基本的に北
方系の種であり与那国島の記録の同定は疑問とのことである.  今回得られた種は  見この P. pauescensに良
く似ているが, 詳細を検討するまで上記の扱いとした.
5. Tachy1opha ot,ata (MoTscHULsKy, 1851) カタバコ ミズキ'ワゴミムシ (与那国島初記録)
樽舞湿地: 1♀, 2004. IX.10, 新1は保採集(LT).
6. Tachyura fumicata (MoTscHULsKY, l 851) ク リ イロコ ミズキ'ワゴ ミムシ
久部良岳付近: 5 頭, 2000. V. 18-20, 石川忠採集(LT). 字良部岳付近: 9 頭, 18. VI 2001;3 頭, 2004. IX.

9,  いずれも新J、:志保および1華:者採集(LT). 与那国空港付近: 3 頭, 2004. IX 9, -最者採集.
7. T klugi klugi (NIETNER, 1858) ア トモ ンコ ミズキ'ワゴ ミムシ
lヒ牧場: 1 頭,  l999.V. l2, 石川忠採集. 宇.l-i部岳付近: 2頭, 2004. IX 9, 新Jは保および筆者採集.

8. T tutea (ANDREwEs, l925) チャイロコミズキ'ワゴミムシ
9. Bembidion mloticum batesi PuTzEYs, 1875 ア ト モン ミ ズキ'ワゴミムシ
年i:'1部岳付近: 1?' , 2004. IX 9, 者採集 (LT).

10. B. semi luitum nakanoshimense(S. UtNo, 1955) ハマベミズギヮゴミムシトカラ亜種 (与那国島初記録)
北牧場: l ・ 1999.  V.12,  石川忠採集 (LT).  樽舞湿地 :10? ,2004.  I V20,  佐藤陽路樹採集.  森田氏によれ
ば, 本種の属する亜属については中国のものも含めた日本各地からの標本により再検討される-f,定とのこと
で,  とりあえず現時点で;1 ﾀ当する亜 名で記録し, 分類学的位置については触れないでおく .

Pterost ichinae ナガゴミムシ亜科
本邦初記録となる不明種 ( あるいは未記載種の可能性もある) を1 1電含め, l l 種lが記録された. 湿地性?iは
西表島と同様の顔ぶれである.

1. Cae1ostomus piclpes ja1)onicus (TscHITscHERINE, l898) ムネミ ソマルゴ ミムシ

2. Abacetus leucotelus BATES, 1873 ホソツヤナガゴミムシ
字良部岳付近: 1♀, 2004. IX 9, 者採集(LT).
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3. A. submetauicus (NIETNER, l 858) ミナミッヤナガコ ミムシ
カタブル浜: 1早,  2001. VI.16, 者採集.   トゥング田: 2?;''2♀,  2001.VI. l7,  一 n者採集.  字良部岳付近

l。,', 2001. vI. l8, 新j?志保採集(LT);4♀, 2004. IX 9, 新井志保および 者採集(LT). 田中(2004) により与
那国島から記録された. 国内では八重山諸島のみに産する.

4. Abacetus sp. ツヤナガゴミムシの一極 ( 与那国島初記録)
字良部 付近: 1 ・ 2001.  VI . l8,  一ﾍ者採集樽舞湿地: 1&?;'19ｽ ,2004.  I V21,  佐藤陽路樹採集.  ホソツ
ヤナカゴミムシ A. leucotelusに一見似るが,  前胞背板の形質や体表面の光沢等で容易に区別できる.   西田
(2000) が西表島仲間川林適から記録したものもこの種と思われる.

5. Chtaemmus annamensis TscHITscHERINE,1903 フ タホシツヤナガゴミムシ

字良部.[ii付近: 3?'2?, 2004. IX 9, 新井-'i保および 者採集 (LT).
6. Dicaelindus ryukyuensis HABU, l978 トックリモドキナガゴミムシ

樽舞湿地: 1?,  1999.111.30,  f-:i川忠採集; 2早, 2004. IV 21, 佐藤陽路樹採集; 1?, 2004. IX.10, 筆者採
集( LT).  与那国島では樽舞湿地のみが確実な産地のようである.
7. Dicranoncus poci11ator (BATES, 1892)  チャイロヒラタゴミムシ
'人部良岳付近: 3?, 2000. V 20,  石川忠採集.  国内では八重山諸島のみで記録されている.

8. Agonu;m hasegaωal HABU, l975 ハセガワヒラタ ゴミムシ

9. Colpodes azumai (HABU, 1973) ヨナグニモリヒラタゴミムシ
ティンダハナ: l早, l999. Iv 3, 栗原隆採集. 満田原森林公園: 1ｽ,  1999.111.23,  栗原隆採集 ; l ・ 200

vI. l6, 事_者採集f iT).  インビ岳: 1♀, 2001.VI.18, 一者採集.  久部良岳 :2f ,2003.  V31,  観f' ,之採集.  八
重l L1語島の'-i-那国島と魚釣島のみから記録されている.
10. C. buchanam HOPE,1831 オオァオモリヒラタゴミムシ

満田原森林公国: 4f'3ｽ ,2001.  VI .16,  新井志保および一者採集 (LT) ;l早 ,2004 .  IV29,   田敏治採集. 字

良部岳付近: 4c,;''6早, 2001. VI.17- l8, 新月:志保および 者採集 (LT).
l l . C. obscun tarsis CHAuDoIR. l 878 トゲバネモリ ヒラ タゴ ミムシ

Harpalinac ゴモクムシ亜科
13 が記録された力、,  '?・回の整理では新たな種が追加されなかった.  特産種のCoteolissus azumai トケハ
ネゴモクムシは与那国島の歩行虫相を特徴づけるものである.
1. Harf)atus thai HABU, 1968 イハゴモクムシ

2. H. stnicus HOPE, 1845 ウスアカクロゴモクムシ

3. Acupalpus inornatus BATES, 1873 キイロチビ ゴモクムシ

字良部131付近: 1?'3?,  18. VI 2001, 新井.?保および筆者採集(LT).
4. A,to1)1ogentus cyanescens(HOPE, 1845) キベリ ゴモクムシ

5. Coieohssl es  azumai  HABU ,197 トケ'ハネゴモクムシ
樽舞湿地: 1♀, 2000. v 20, 石川忠採集(LT);1♀, 2004. IV 21, 佐藤陽路樹採集. 満田原森林公園: 22f'

l6早, 2001. vI.16, 新井.-ll:保および筆者採集(LT). 字良部岳付近: l(?', 2001. VI. l8;4c,';', 2004. IX 9, いず
れも 者採集(LT). 与那国島特産f重. 田中(2004) も示しているように, 森林周辺の開けた場所におけるライト
トラップで多数fl ~来することが る
6. Gnathaphanus chujoi HABU, 1973 チュウジ ョウゴモクムシ

八重l l」語島からのみ記録されている.
7. Platymetopus jllaM'tabris(FABRIcIus, 1798) 力ラカネゴモクムシ

8. Pseudognathaphanuspunctilabris (MAcLEAY, l825) ミナ ミ ゴモクムシ

与那国空港付近: l?, 1999. v ie, 石川忠採集(LT). 北牧場: 1。?2Sl-, l999. V.12, 石川.'?'採集(LT). 満田
原森林公園: 2早, 2001. VI. l6, 新井志保および 者採集(LT).

9. Steno1〔)phusquiquetlinstulatus(WIEDMANN, 1823) イ ッホシマメ ゴモクムシ

満田原森林公園: 3~2♀, 2001. VI. l6, 新井志保および筆者採集(LT). 宇.l-i部岳付近: l。?'2 ・ 2001.  VI . l8
loot'6♀, 2004. Ix 9,  いずれも新井志保および率:者採集(LT).
10. S. smaragdutus (F、BRIcIUs, 1798)  キポシマメゴモクムシ
11. S yonaguniensis HABU, 1977 ヨナグニマメゴモクムシ

八重山話島からのみ記録されている.
l 2. Trjchottchnus kobayashie HABU, 1957 コバヤシツヤゴモクムシ
13. T. szekessyi (JEDLIcKA, 1954) リュウキュウッヤゴモクムシ
台湾および八重山語島から記録されている.
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L ic ininae スナハラゴミムシ亜科
これまで与那国島から本亜科の種は記録されていなかったが,  今回Badister ishigakiensisイシガキカタキ
バゴミムシが佐藤氏により多数採集された. 八重山諸島の他の島や台湾ではDiptocheila zeelandicaオオスナ
ハラゴミムシが生息するため, 今後記録される可能性もある.
1. Badister ishigakiensis HABU, l975 イシガキカタキバゴミムシ (与那国島初記録 )
樽舞湿地: 6f 7 ・ 2004.  I V20-21,  佐藤陽路樹採集

Panagaeinae ヨツポシゴミムシ亜科
5 極を確認することができた.  今後の調査で確認される可能性のある種としてはCraspedophorus mandart-

nusマルガタオオョッポシゴミムシやC formosanus タイワンヨツポシゴミムシ, Euschizomerus tiebkeiセダ
カケブカゴミムシが挙げられる.
1. Dischissus notutatus FABRlclUs, 1801 アシグロヨツポシコ' ミムシ

久部良岳付近: 1?1?, 2000. V 20, 石川忠採集(LT). 国内では八重山諸島のみに産する. D tibiatis AND-
REwEs, l933 は本種のシノニム. LoBL & SMETANA(2003) の分布域では台湾までで, 日本の分布記録は落ちて
いる.

2. D. j、apomcus ANDREwEs, 1933 ニツポンヨツホ シゴミムシ (与那国島初記録)
久部良岳付近: l早, 2000. V. l9, 石川忠採集(LT). 本種と D nolulatusは一見良く似ており同定が困難な
種の部類に入るが, 今回各地の標本と共に詳細を検討したところ,  これまで知られている斑紋の形状や脛節の
色彩による違いのほか, 雌雄とも下 ひげと小1買ひげの先端節の形状についてD notutatusではやや丸みを帯
びて広がるのに対し, D. Japontcusでは先端が細く伸びることで明瞭に区別できることが判明した.

3. Microcosmodes jlat)oPi1osus (LAFERTE-SENEcTERE, l 851) ヒメ ヨツポシゴ ミムシ

樽舞湿地: lc,?, 2004. IV. 18, 佐藤陽路樹採集.
4. PeMonome s mgnn gs  BATEs .187 クロケブカ ゴ ミムシ

樽舞湿地: 1早, 2000. V 20, 石川忠採集 (LT).
5. Trichisia msutans (ScHoNFELDT, l 890) オキナワケブカ ゴ ミムシ

等原 (1980) の中で祖内より Peronomerus属で記録された.

Cal lis t inae アオゴミムシ亜科

12 種を記録し,  このうちC t,irguliferアトワアオゴミムシが与那国島初記録となる.  今後の調査次第では
Chtaemus guttulaチビヒトッメアオゴミムシやC tetrago:noderusムナビロアトポシアオゴミムシ, C. pictus
ミナミアトワァオゴミムシ, Oodes peguensls ビルマトックリゴミムシ等が得られる可能性が高い.

1. Chlaemus bimacutatus lynx CHAUDolR, l 856 タイワンア トポシアオゴ ミムシ

2. C biocutatus CHAUDolR, l 856 ア ト モ ンアオゴミムシ

3. C ci rcumdatus BRuLLE, l 835 コキベリ ァオコ' ミムシ

トゥング田: 2 , 2001. VI.17, 者採集.
4. C. 1tamifer Cl lAUDoIR, l 856 コア トワアオゴ ミムシ

字良部岳付近: 1♀, 2004. IX 9, 華者採集 (LT).
5. C micans (FABRlcIUs, 1792) オオア トポシアオゴ ミムシ

字良部岳付近: l ・  2004.  I X9,  筆者採集 (LT).  豊田 (2003)  が与那国島初記録として報告した.  水田の周辺
に見られる.

6. C. leucoPs (WIEDEMANN, l 823) アシグロアオゴ ミムシ

北牧場: l(,?, 1999. V.12, 石川忠採集(LT). 東ら(2002) の目録では, 琉球からは与那国島のみの記録となっ
ているが,  石垣 ・ 西表にも産する.
7. C mops CHAUDoIR, 1856 ヒメキベリァオゴミムシ
ト ゥ ング田: 2c, 1早, 2001. V I. l7, 筆者採集.

8. C rufifiemoratus (MAcLEAY, l825) ホソキポシアオゴミムシ
久部良岳付近: l f , 2000.V 20, 石川忠採集. 樽舞湿地: 1♀, 2000.V 20,  石川忠採集.  ススキの葉の隙
間に生息する.
9. C υt rgutifer CHAuDolR, 1876 ア トワアオゴ ミムシ (与那国島初記録)
北牧場: l f , 1999. V. l2, ;ll:i川忠採集(LT). やや青味の強い傾向があるが, オス交尾器は本土産のものと変
わらない.
10. H,oloteius ceylanicus(NIETNER, 1857) ミズモグリゴミムシ
11. Lachnocrepts jla1)omca BATES, 1873 ヤマト トックリ ゴミムシ
1 2. 0odesPiceus NIETNER, 1856 コ ト ッ ク リ ゴミムシ
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ト ゥング田: l , 2001. v I. l 7, 者採集. 宇良部岳付近: lc,;', 2004. IX 9, 新井志保採集(LT)

Perigoninae ホナシコ ミムシ亜科
l のみである. 島内の湿地環境からごく普通に採集される.  目本から東南アジアに広く分布するPengona

1)tagiataクロポシホナシゴミムシあたりは 後追加される可能性もあろう.
1. Prigona nignceps (DEJEAN, 1831) クロズホナシコ ミムシ

久部良岳付近: 2頭, 2000. V.18, 石川rt'採集(LT). 字良部岳付近: 14 頭,  18. VI 2001; 4 頭, 2004. IX.
9, いずれも新JI;志保及び筆者採集(LT). 西田(2000) は石i日から本種に近似の不明種として2 極を報告してい
るが, 色彩や微妙な形態については個体変異なのか別極なのか判断しかねる極なので,  とりあえずl口来の扱い
としておいた. A後分類学的な検討により, 変更があるかもしれない.

Odacanthinae クビナガゴミムシ亜科
4 極を記録した.  このうち2 種が与那国島初記録となる. Ophionea is;imイシイクビナガゴミムシは 後記

録される可能性もある.
1. Eucouiuns fusclpennts (CHAUDoIR, l 850) ア トモ ンク ビナガゴ ミムシ

樽舞湿地: 2c?'3 ・ 2000. v20,  水島大樹採集 (LT).  満田原森林公 : l 頭 ,2001.VI.16 , 筆者採集 (LT
字良部岳付近: 1 頭, 2004. IX 9,  '華者採集(LT).

2. Mimocol li ur is insu lana HABU, 1979 フタホシクロクビナガゴミムシ (与那国島初記録)
樽舞湿地: l 頭, 2000.V.19,  石川忠採集.
3. 0p加'onea mdica (THuNBERG,1784) クビナカ ゴミムシ

満田原森林公園: 1 ・ 2001.vI .16,  新 j4-志保採集 (LT).  宇良部岳付近 :1, f l♀ ,2004.  I X9,  新井志保およ
び_華: 者採集( LT) .
4. 0dacantha metattica (FAIRMAIRE, 1888) ブロンズクビナガゴミムシ (与那国島初記録)
樽舞湿地: lc,' l♀, 2000. v.19,  水島大樹採集; l8c,;'' l9♀, 2004. IV 21,  佐藤陽路樹採集.

Ctenodactylinae ヒラナガゴミムシ亜科

2 極が生息する. Hexagomaωatanabeiワタナペヒラナガゴミムシは生息する可能性があるが,  入念な調査
にも関わらず今のところ得られていない. 生息環境として重要なスゲ類やッルアダンの数が極端に少ないのが
原因かもしれない.

1. Hexagoma sauteri Dupuls, l912 チャイロヒラナガゴミムシ

久部良: l 頭, 2001. vI. 16, 者採集. 南牧場: 3 頭, 2001. VI. l5, 者採集. 立神岩展望台: l6 頭, 2001・
vI.17; l 頭, 2004.Ix. l3, いずれも筆者採集. 東牧場: 8頭 ( うち1 頭は幼虫), 2004.IX. l0, 筆者採集. 成
虫・ 幼虫ともァダンの葉の隙間に生息し, 与那国島では島全体で最も普通に得られる種である.

2. H. cyctops(MATsUMURA, l910) ヒトッメ ヒラナガゴミムシ
田中(2004) により与那国島から初めて記録された. 国内では八重山諸島のみに産する. 台湾原産.

Pen tagonicinae ツブゴミムシ亜科

2 種が記録され, このうちp.biangutataヒケ' クロツブゴミムシは初記録である. 八重山諸島には他にも数種
が生息しており, '・後他の種も確認される可能性が高い.
1. Pentagomca datmieua BATES, l892 ダイ ミ ョウッ ブゴミムシ

宇良部岳付近: l f, 2001. vI. l8, 筆者採集(LT). 2 頭, 2004.IX 9, 新井志保および筆者採集(LT).
2. P. biangulata Dupuls, 1912 ヒケ'クロツブゴミムシ (与那国島初記録)
久部良岳: 1(f', 2000. v 20, 石川忠採集 (土壊抽出による). 宇良部岳: l♀, 2004. IV. l8, 佐藤陽路樹採集.
満田原森林公園: lc,;'', 2004. Iv 29; 1(,;', 2004. V. l, いずれも_二田敏治採集; lc,?, 2004.IV.18, 佐藤陽路樹
採集. 洛葉下に生息する種のようで, 八重山諸島の他の島でもッルグレン装置の抽出により得られる.

Cyclosominae トケ'アトキリゴミムシ亜科
日本産は本種1 のみである.
1. Aephmdius adetioides(MAcLEAY, 1825) トケ'ア トキリ ゴミムシ

Leb iinae アトキリゴミムシ亜科
4 極が確認されたが, 近隣の他の島に比較して極端に種数が少ない.
特徴といえる. 今回の整理ではちなみに2 種が与那国島初記録となる.
ンキノコゴミムシやAmphimenespiceotusカワッブァトキリゴミムシ
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トキ リ ゴミ ム シ等, 八重山諸島から記録されている種は今後得られる可能性もある.
1. Apristusmtyakei HABu, l967 アマミミズアトキリゴミムシ (与那国島初記録)
宇良部岳付近: 1 頭, 2001. VI. l8, 筆者採集. 夜間, 道脇のU字溝をさらっていて得られた. やや紫色に輝
く上翅がなんとも美しい種である.
2. Caueida splendidula (FABRIcIus, 1801) へリァオアトキリゴミムシ
久部良岳: 1 頭, 1997.m 29, 石川忠採集. 宇良部岳: 2頭, 2001. VI. l7;1 頭, 2004. IX. 12, いずれも筆
者採集; 2 頭, 2004. V 3, 二田敏治採集. 満田原森林公園: 1 頭, 2004. IV 29, 二田敏治採集; 3頭, 2001.
VI. l6, 新井志保採集 (LT).
3. i)olichoctis striatus formosanus HABU, 1967 コヨツポシアトキリゴミムシ台湾亜種 (与那国島初記録)
樽舞湿地: 2 頭, 2000. V. l9, 水島大樹採集. 宇良部岳付近: 1 頭, 2001. VI. l8, 筆者採集.

4. Parena mgroLineata mi)ponensis HABU, 1964 クロヘリァトキリゴミムシ
満田原森林公園: 1 頭, 2001. VI.16, 新11?志保採集 (LT).

Dryptinae ホソゴミムシ亜科
1 種のみ記録がある. 広域分布種のDesera gemculataオオアオホソゴミムシは得られる可能性もある.

1. Dr:ypta tineotaυtrgata CHAUDolR, l850 ヒロアオヘリ ホソゴ ミムシ

傅舞湿地: l f , 2000. V 20,  水島大樹採集(LT). 満田原森林公園: l f , 2001. VI. 16, 筆者採集(LT). 宇
良部岳付近: l♀, 2001. VI. l 8; l f l早, 2004. IX 9,  いずれも筆者採集 (LT).

Brachin idae ホソクビゴミムシ亜科
2 種のみである. 追加種が出る可能性は低い.

1. Pheropsophus jatlanus (DEJEAN, l 825) オオ ミ イデラゴ ミムシ

宇良部岳付近: 2♀, 2001. VI. 18, 筆者採集.
2. P. occtpitalis(MAcLEAY, 1825) ムナグロ ミイデラ ゴ ミムシ

国内では八重山諸島のみに産する.

種ごとの生息状況や好みの環境など, 課題は山積みの状態であり, 今後はこれらの整理内容をもとに, さ ら
なる調査を実施してゆきたい.
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- , 1973-a. Three new species of Platynus from the Ryuk yus, Japan (Coleoptera, Carabidae). Ent. Ret,. Japan, 25:
28-36.
- . l 973-b. Fauna Japonica. Carabidae: Harpalini (Insecta, Coleoptera). Tokyo Ketga;ku Pt tb. Co., Xm 430 pp.

HABし', A., l977. Two new immaculate species of Egadroma. subgenus of Steno1ophus, from southern islands of Japan
(Coleoptera: Carabidae). T ra ns. Sltt koku ent. Soc., l3: 83-88.
原?f浦生,  l980.  八,◆「1山,者.1 で採集した ;?行 類. 北 )1.州の11基, 26: 89-95.

- ,  198・1.  いわ10)る “チュウショウアオコ' ミムシ' について.  「fl虫一ユース, (65): 5-7.
- ,  1986.  l l本産11-行alノート1. 111.111=ユース, (72):5-6.

西川光1,?, 2000.  八重山てlff 1れたオサムシ科Ill虫l 、; ll. 」ヒ九州のi i , 47: 68-72 +pit t3.
佐 正 :, 2001-a. 琉球列島の甲 相とその保全, 1. 甲 ニュース, (133): 1-8.

- , 2001,b ffii球列島のIlj虫tflとその保全, 11. 111虫ニュース, ( l 34): l l -16.
田中 均,  l986.  l j-那同島でスジナシヒョウタンコ ミムシを採集. 地 i!と「1然, 21(1): 33.
田中 , 2004.  ' ?那国島で採集したコ ミムシta8 種の記録.  111?ニュース, (146): l7.
' m 1111_ ., 2003. 八重山,1書島から得られたァオコ ミムシ類の記1.11 1. プテロニュー ス, (23): 6-7.

(埼玉県嵐山町)
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ワ シタ力類の巣で生活するァカマダラハナムグリ注1
No. l 48 (Dec 2004)

複原 寛・ 阿部 學 ・ 新里達也・ 早川浩之・ 飯嶋一浩

アカマダラハナムグリ Anthracophora rusttc()ta BuRMElsTERは体長約20 mmと比較的大きく, 今から40
年以上前は,  目本各地の里山の雑木林で普通に見ることができたコガネムシである. 現在は, 里山環境の衰退
に伴い, 個体数が激減して, わが国の都道府県レベルのレッドリストでは絶滅危t具や準絶減危t良とされている
ところもある (例: 神奈川県, 1995; 群馬県, 2002; 愛知県, 2002 等). 著者らは,  このアカマダラハナムグ
リとワシタカ類との共生関係について, 野外を主体に調査・ 観察を継続中であるが, 予報として以下にその概
要を紹介しておきたい.

2000年8 月に共著者の一人である阿部から, 複原のもとに, 山梨県下で繁殖している, ワシタ力類のハチク
マPernis apit1orus orientatis TAczANowsKIの果から採集されたコガネムシの幼虫が送られてきた. 幼虫はハ
ナムグリの仲間であることは一見してわかったが, その時点では種の特定にはいたらなかった. その後の調査
で, 同じハチクマの果から採集された同種の蛹室が発見され, それを割ると, なかからァカマダラハナムグリ
の死んだ成虫が出てきて, その正体が確認されることとなった.  また, 阿部により, 同様の特徴を持つハナム
グ リの蛹室が, 滋賀県下において, やはりヮシタ力類のクマタカSpizaetusmj)alenstsortentalis TEMMINcK et
ScHLEGELの果から発見された. そしてついに2003 年9 月1 日, 新潟県六日町君帰のハチクマの果中から,
100個体以上に及ぶ大量の同種と思われる幼虫 (図2) が発見された.  このハナムグリ幼虫が確認された巣に
は2 羽の果立ち間際の離 (図1) がいて, まさに繁殖に利用されている最中のものであった. この巣内にあった
蛹室 (図3) と幼虫 (図2,4) の一部を持ち帰り, 飼育すると, 蛹室からァカマダラハナムグリの成虫 (図5)
が羽化してきた. これによって, アカマダラハナムグリはハチクマの巣に強く依存して生活しているコガネム
シであろうことが明らかになってきた.
ハチクマはその名前の通り,  スズメバチ類を好んで捕食することが広く知られている. 巣中に餌として捕食
したと思われるハチ類の残骸を調べたところ, コガタスズメバチ Vespaanal is msulans DALL ToRRE, クロス
ズメバチ Vespula fiatliceps Ieωsi i (CAMERON) およびキァシナガパチ Potistes rothneyi iωatai van der VEcHT
の少なくとも3 種を同定することができた. また, この巣の素材にはスキ' Cryptomenajapomca(L. F) の葉が
利用されていた.
ハチクマは渡りをする1,1で, 繁殖のために夏鳥として日本に渡来して, 5 月頃から晩夏まで国内で生活をす
る. 共著者の飯liloは, 屋外飼育実験の結果, アカマダラハナムグリは成虫越冬であり, 4 月から再び活動を開始
し, 交尾・ 産卵後に晩要に新成虫が羽化することを確認している (1販l幅未発表資料). この生活史の観察結果か
ら推測すると, 本種の雌成虫は, 春に日本に渡来したハチクマの巣に入り込み, 産卵し, 更にかけて幼虫が成
長・ 羽化するものと考えられる.
ァカマダラハナムグリの日本における分布は, 北海適南部, 本州, 四国, 九州および屋久島が知られている.
国外では, 別亜種のA r. smensis SAuNDERsが斉州島, 朝鮮半島,  シベリァ東部, 中国およびモンゴルに分布
している. ハチクマは, 国内では北海適と本州では繁殖するが, ナL州などでは旅鳥としてしか知られていない.
大陸には, ハチクマ類 (別属) の2 亜種であるチョウセンハチクマPernisapit1orus negtectus KuRoDAとシベ
リァハチクマP a. orientalis TAczANowsKIが知られ, 前者は朝鮮半島から中国東北部に, 後者はシベリァ南
東部に夏鳥として生息する.  このように,  アカマダラハナムグリの分布は, ハチクマ類の繁殖期の分布と広い
範囲で一致しているが,  日本ではハチクマの繁殖が確認されていない四国, 九州および屋久島にも本種は分布
している. 今回の観察例にあるように, 本種の生活史がヮシタカ類の巣と深い関係があるとすれば, そのより
広い分布域から判断しても, ハチクマ以外のワシタカ類の集にも広く依存していることはまず間違いないもの
と思われる. 事実, 前述したように, 阿部はクマタカの集からも本種と思われるコガネムシ類の蛹室を確認し
ている. ただし, 過去のァカマダラハナムグリの採集記録からみて, 高標高地や寒冷地には分布していないよ
うなので, 果を利用できるヮシタ力類はおのずと限られてくるものと思われる.
アカマダラハナムグリの成虫は,  クヌギQuercusacutiss1'ma CARRUTHERsやコナラQ. serrata MURRAYな
どの樹液に集まり, 後食行動をとることが知られている.  このように本種は, 低山地や丘陵地の人里に近い森
に住む甲◆11で, 針葉樹の多い亜高山帯には生息していない. 近年,  とくにアカマダラハナムグリが激減した理
由は, 中山問地域の乱開発や薪炭林としてかって利用していた里山林の荒廃などにより,  このコガネムシも共
存するヮシタカ類も, その生活圏が奪われたことに深く関与しているのであろう. その意味では,  アカマダラ
ハナムグリの生息密度が高ければ, その近くにはハチクマあるいはほかのワシタカ類の繁殖適地があると考え
ることができる. すなわち,  ァカマダラハナムグリは,  ワシタ力類という食物連鎖の上位種との生物間相互関

t1 Hj roshj MAKIHARA, Manabu ABE, Tatsuya NIIsAT0, Hi royuki HAyAKAWA and Kazuhiro I IJIMA: Anth「aCOp1tO「a
rust tcota Associated wi th the Nests of Accipi ters.
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係を深く結んだ, 健全な里山環境を指標するキーストーン指標極であるということができる

参考文献

理知In, 2002. レ・ノ ドテ - タブックあいち動物 2002. 596 pp.
神?f?川 l l生命o)f? ・ 地球 物館,  l995. 神, 川ll,1 レ・, トテー タブ・, ク生物調査報 . 257 pp.
清楼幸保, 1965.  [」本.f '類大図鑑11. 898 pp +34 pp. + l l pp. +2 pp. a二表社, 東 ,

i
、 .

概県, 2002. 9t.u.l1の絶減のおそれのある野生動物. 120 pp.
'11沢良彦,  l985.  コガネムシ科ハナムグリ1111_科.  上野俊 - ・ Ia沢上?1 ・ f l-:藤正-1?u名i : 原色口本111虫図鑑, 2:401-419.
森岡照明ほか,  l995. 図鑑[J本のワシタカ類. 632 pp. 文 一総合出版, 東京.

(極原: (独)森林総合研究所,  阿部:  日本猛禽類研究機構, 新里: (株)環境指標生物,
早川: (株)環境指標生物, 飯 : 東京農業大学)

0パパチビ ドロムシの与那国島からの採集記録
バパチビ ドロムシ abahmmc u s masam加 M.

SAT0は, 屋久島, 奄美大島, 徳之島, 沖永良部島,
与論島, 沖縄島, 伊良部島, 宮古島, 石i日島など琉
球列島に広く分布する海岸岩礁性のチビドロムシの
一種であるが, 近年になり本州 (愛知県) でも分布
が確認された(SAT0, l994; YosHIToM1,1998; YOSHI-
ToMl & SAT0, 2001). 回, 与那国島から本種を採
集したので以下に記録する(Fig. l).

11警
装・ ・.
、 '

報

Fig. 1. ハ 、チ ビ ト ロム シ

17 頭,  与那国島比川浜,  18-VI-2001; 4 頭,  同
所, 9-IX-2004; l 頭, 与那国島ヵタブル浜, 9-IX-
2004; l 頭, 13-IX-2004, いずれも新井浩:二t采集・
吉富博之および新井標本保管.
採集された場所は岩礁地帯のほか, 小さなサンゴ
のかけらが散在する砂浜の水辺付近や砂浜に孤立し
て存在する岩からも確認された(Fig 2). 岩確地帯
における岩の表面では, 満潮時にやや水没する程度

- 23

Fig 2.  生.a環境

のr',, さに緑色のコケ状のものが見られ,  この位置で
特に多く得られた. 活動時間は日中, 天気のよい日
照時で,  日がかげると静止する個体がほとんどで
あった. 静止個体は岩の表面にある小さな窪みに潜
むことが多く , また活動時は活発に“ビョンビョン”
と飛び跳ねる様子力'観察された.
与那国島に近い台湾からは, 本種にたいへん近似
のBabatimntchus tatωanus M. SAT0が知られてお
り, 両種の種間関係を再調査する必要性がある.
末筆ながら,  日ヒ直よりご指導いただいている名古
屋市の佐藤正等先生にお礼申し上げる.

引用文献

SAT0. M.,  1994. No te on the genus Pseudeucmetus
HELLER and its new relati、'e(Coleoptera, Limnich-
idae). Special Bldletin of the Essa Entomotogical
Society, M lgata, (2): l73- l77.

YosHIToMl, H., l998. A new reco rd of Babalimmchus
masami i  (Coleoptera,  Limnich idae)  from Ya ku-
shima Island. Elytra, Tokyo,2611): l60.

YosHIToMI, H., & M. SAT0,2001. Description of the far、'a
o f aaOah'm m'c加 s masamt i M. SAT0 (Coleoptera:
Limnichidae. Thaumastod inae). Co leopter ist 's Bu1-
tetin, 55 (4): 471-474.

( ( 株 ) 環境指標生物,  吉富博之 )
(埼玉県 山町,  新井浩二)



甲虫ニュース

0四国産ミヤマヒラタハネカクシ種群 (甲虫目ハネ
カクシ科) 3 種の採集記録
筆者は前報 (甲虫ニュース, No. 146: 11-12) に
おいて,   ミヤマヒラタハネカクシ種群に含まれる2
極の採集例を報告したが, その後, 伊藤善之, 松本
麼一, 森 正人, 佐藤陽路樹, 田中昭太郎の諸氏が
採集された標本を検することができた.  この結果,
この種群に含まれる四国産3 種iの新たな採集例が
判明したので, それらを記録し, 標本を恵与いただ
いた方々 のご厚意に報いると同時に前報の誤りをn-「
正しておきたい.

1. Quedius(Microsaurus) cepha1otes S. UtNo et
Y. WATANABEラカンツヤムネハネカクシ

l f , 愛媛県上1fi大郡柳谷村地芳, 24. IX. l997,
佐藤陽路樹採集.
本種は愛媛県野村町の羅漢鐵乳洞から発見された

lei? に基づいて, UeN0 & WATANABE(1966) によっ
て記破・ 発表された. その後, 本種の産地として川
1等・ 魚住・ 平化(1982) および魚住・ 川澤・ 見山
(1982) によって, 愛媛県下の5 つの鍾乳洞, それに
高知県下の6 つの鍾乳洞と l 坑道からの採集例が
報告され, これらの記録がWATANABE (1996) に
よって取りまとめられている. 一方, 吉田( l995) は
愛媛県上浮八郡柳谷村猪伏山のブナ林の地表 ( 標高
l,350 m) にセットしたピットホールト ラ ッ プで
l f'が得られたことを報告している.  これらの結果,
本種は愛媛県から高知県にかけて分布し, 生息場所
は洞鹿内や坑道ばかりでないことが判明した. ム'回
記録した上記個体は, 採集者によれば舗装された道
路上に置かれた自動販売機前に捨てられたコンビニ
j、当などのゴミにきていたという. 通常, 山地帯の
地下浅層や洞菌内などの環境から得られている本種
が, 舗装された道路上のゴミから採集されたことは
きわめて異例なことである.  しかし, 上記吉田の報
告と考え合わせると, 本種は夜間には地表に出現し
排i[司行動を行っていることが類推される.

2.  Quedius (Microsaurus) kaωasaωal S. Ut:No
et Y. WATANABE トサヤマツヤムネハネカクシ

l f , 1♀, 愛媛県西条市面河村岩黑山, 2. IX 2002,
森 正人採集; l f ,1♀, 高知県土佐部本川村應ノ果
山, 25. vIIL l986,  伊藤善之採集; 1 ・  同上採集
地・ 採集者, 8. Ix.1986;1♀, 同上採集地・ 採集者,

l 2. V I I I. 1 9 89.

筆者は前報で本種を1111島県?1 早山から記録した
が,  これは一鮪ﾒの錯誤によるもので ;早山産の個
体はF記のッルギッヤムネハネカクシであったので
訂正しておきたい.  このことに関しては田中昭太郎
氏 (和歌山県) から適切なご指摘をいただいた. 記
して謝意を表する次第である.  また, 参考文献にも
著者名および頁に誤りがあり次のように訂正する.
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魚住政二・ 川沢 夫・ 平化 満一魚住政二・ 川
澤i'1-夫・ 見山 博: げんせい, (42):1-11. 一げん
せい, (42): l 5-17.
これまで本種は高知県下から記録されていたが,
上記の如く西条市岩黒山から記録されたことで, 本
種は愛媛および高知の両県にまたがる石鎚山脈に分
布しているものと思われる.

3.  Quedius(Microsaurus) tsurugiensis Y. WATA-
NABE et M. YosHIDAツルギッヤムネハネカクシ

2f' f, 1♀,  徳島県那賀郡木沢村にくぶち谷,  30.
vn. l989, 伊藤善之採集; 2 , 3♀♀, 徳島県劍山,
3. vIl 2004, 田中昭太郎採集; 6 ' , 徳島県一宇村
塔鼕ﾛ ,24.  vI l2004,  松本慶一採集; 5 , 1♀, 同上

採集地・ 採集月日, 佐藤陽路樹採集; l f, l♀, 高知
県香美部物部村白髪山,  3. Vm.1986,  伊藤善之採
集.
本種は徳島県劍山の夫婦池付近 (標高1,300 m)
の石の下から採集された5 ', 7♀♀に基づいて,
WATANABE& YOSHIDA(1970) によって記繊 ' 発表
された. その後, 河野・ 木内・ 吉田(1971) はこの記
録を引用しているが, 現在までの所, 原記載以外の
採集例は報告されていないようである. 今回高知県
下からも採集されたことで, 本種は徳島と高知の両
県にまたがる劍山地一帯に生息しているものと判断
される.

引用文献

川1事 ・ ff. l t政 _ ・ 平化 満,  l982. 四国の洞i  と洞'
動物11. 號川流域イi??洞の洞密動物とその分イ11の特徴.
げ/しせい, (41):1-7, 高知i t i研究会.

河野l _ -郎・ 木内盛郷・ 【'i-田正降, 1971. 割山とその同辺
のIll虫. 劍山l','.民の森総合学術調 報''i t ', pp. l42-
193. 1速島In

Ut、・0 S.-1., & Y. WATA:、-ABE, 1966. The Subte「「anean
slaphylinid beetles of the genus Quedius tron、
Japan. Butt natn. Sci. Mus.. T'okyo, 9:321-337.

- & - , l970. More ca、-e species of the genus
Qued ius (Coleoptera, Staphylinidae) from south-
west Japan dit to. l3: 9-20.

ffl f?政 : ・ 川1'事i l l、: ・ 見山 t'S,  1982. 四国に:i・ける洞'i
性ハネカクシ類の分111. け/しせい, (,12):15- l7. 高知
虫研究会.

WATAsABE, Y., 1996.  Staphylinid beetles (ColeOPte「a)
found in ca、・es and mines of Japan. J. sPeleo1. Soc.
Jlapan 20:8- l 8.

- & M. YosHIDA, 1970.  Two ne、~' species of
subterranean Quedius (Coleoptera, Staphylinidae)
from Shi koku, Japan. Bul l natn. Sci. Mus.. Tok_yo.
l3: 1-8, w ith 1 pl.

,t田正降,  l995.  ラカンツヤムネハネカクシを地表トラッ
プて採t?. tli i il- - t1, (7):32. l意島.11.出同好会.

( 東京都町田市,  渡辺泰明)
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0クビァ力 トゲパコメツキダマシの記録
クビァカトケ'バコメッキダマシSp加nornaxoshi-

manus NAKANE,1987 は, 幼虫が奄美大島八津野で
採集され (材を採集? ), 同年6 月21 日に羽化した
個体 (2 雌) に基づいて命名記載された種である.
体は11 mm前後とコメツキダマシにしては大型
で, 黒色の頭部, 前胸背板前3/5 そして上翅を除い
て大部分は暗赤色となる. 東南アジアには本種に酷
似する極がいるが, 日本では他に似たものがいない
ので識別は容易である. 本種については記載された
年に, 中根(1987) により簡単な紹介がされたが, 大
変珍しい種なのか, それとも情報が不足しているの
か, 原記載以外の採集記録はない.
筆者は, 東京都の中村俊彦氏を通じて1 個体の標
本 (写真) を検することができたのでここに全形図
を紹介し, 記録しておく .

l♀, Ha tsumo, Amami-ohshima Is., Kagoshima
Prof., IV. l964 (lar va), 10. V I. 1964 (emarged in
Tokyo), H. ARAI leg.
採集データは採集者名をのぞき  NAKANE (l987)
の原記載のものと同じであるので,  同じ調査で採集
されたものかもしれない.
末筆ながら,  費重な標本を調査する機会を与えて
いただいた中村俊彦氏に厚くお礼申し上げる.

引用文献

NAKANE, T..1987. New or l ittle-known Coleoptera from
Japan and its adjacent regions, XXXIX.宮崎産業経
営大学社会科学論業, 1:171-177.

中根l v彦,  1987.  l l本のコメッキダマシ類についての覚え
.1. 月刊むし, (l98):7-11.

(東京都世田谷区, 鈴木 互)

- 25

No. 148 (Dec 2004)

0クロヒゲコマルガムシの採集記録
クロヒケコマルガムシ Cnemt is (Acreni'f is) neg-

tecta NAKANE & MATsuI, 1985 は, 長野県南沢の l
雌標本を基に記載された・f美流性のガムシの1 種で
ある. その後, HEBAuER ( l994) によ り静岡県
Hinata ( 目向? ) の追加標本が記録され, 雄交尾器
も図示された. 小型種であり最近記繊された種であ
ることからも,  これら以外の記録は知られていない
と考えられる.
筆者らは, 下記のとおり本種を採集したので報告
する.

13 頭, 長野県南信濃付易老岳付近速山川 ( 天電川
水系), l 38°05' 23″: 35°22' 45″, 8-VIII -2004,
鳥居高明採集・ 吉富標本保管.
採集時, 本種は山地i美流型 (Aa型) 早瀬のfifi末帯
に数頭 ~10頭程度が付いており, 一生懸命 沫帯
についた付着課類? を刹ぎ取るように模餌してい
た.
本種は, 四国から記載されたェパウェルコマルガ
ムシCremtis(Acreni'f is) nakanei HEBAUER,1994 と
大変近縁である. HEBAuER(l994) に図示された雄
交尾器の形状を見る限り, 今回得られた標本はpar-
ameresの形が後者の方にやや類似していたが, 前
胸背板や小翻u  の色彩や前胸背板の形状などは前者
のものであり,  これらの特徴を同定の根拠とした.

図1. クロヒゲコマルカ'ムシ,  難
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末華ながら, 文献類についてご教示いただいた名
古屋市の佐藤正孝先生にお礼申し上げる.

引用文献

HEBAUER, F., 1994. The Cren itis of the old wor ld (Cole-
optera, Hydrophilidae). Acta Coleoptero1oglca, 10: 3-
4 0.

( ( 株) 環境指標生物, 吉富博之)
(国土環境株式会社 環境創造研究所, 鳥居高明)

CFITにより採集された与那国島のコメツキムシ2
種
沖縄県の与那国島からはこれまでに約20種のコ
メッキムシが記録されているが, 他の八重山諸島い
比べると交通の便があまり良くないこともあり十分
に調査はなされていない. 筆者は, 最近,  与那国島
に調査に行かれた埼玉県の新井浩二・志保ご夫妻よ
り, FITにより採集された10個体のコメッキムシ
をご意与いただいた. 早速調べたところ,  これまで
記録のなかった次の2 種であることが確認された
ので,  ここに記録しておきたい.

1. チャイロコナガコメッキ Mulsanteus rubu-
gmosus (0HIRA, l966) 1c1フ'
これまでは石垣島, 西表島そして台湾から記録さ
れていたが,  この記録により空白となっていた与那
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国島の分布が確認された.
2. コガタヒラァシコメッキ Sephitus tanakai

KIsHII, 1992 9
本種は,  l 985 年 7 月27 日に石垣島のオモト岳
で採集された l f個体に基づいてKIsHll (1992:5-6,
figs 4 & 21) により命名記載された種である. 基準
産地の石垣島の個体とは残念ながら比較できなかっ
たが,  近縁のオキナワヒラァシコメツキ S. ok ina-
ωe;nsis KlsH11,1992 に比べ色彩が明るく , 体型が細
いこと, そして触角の形状や頭部の形状が原記載に
図示されたものに似ていることから本種と同定し
た.  ヒラアシコメッキの仲間は,  日本での採集例は
少ないが, FITでは比較的容易に採集できるようで
ある.
なお, 採集データはいずれも次の通りで, 標本は
筆者が保管している.

Mt. Kubura-dake, Yonagui-j ima Is., Okinawa
Pref., Japan, 9-12. I X 2004, K. & S. ARAl leg.
記録をするにあたって, 種々 お世話になった新井
浩二, 志保ご夫妻に厚くお礼中し上げる.

引用文献

KlsHl1, T., l992. Notes on Elateridae from Japan and i ts
adjacent area( l l). Buff. HeianHig1t School, Kyoto,
l36): l -30, pls. l -5.

i合木 1、i ・ 装久・ 川田一之, 2004. FITにより採集さ
れた石lil t 1のコメッキムシ.  神奈川'◆11報, (1,17): 1-5.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙 )

0因岐で採集されたナガヒゲプトコメツキの記録
ナガヒガブトコメツキ Au1onothroscus tongutus

(WElsE, 1879) は, 本州, 四国, IL州, 佐渡, 対馬,
琉球 (奄美大島 ) の広い地域から記録のある種であ
る. 筆者は,  これまでに記録のなかった島根県隠岐
島で採集された個体を検することができたのでここ
に記録しておく .

2 exs., 島根県隠岐諸島島後布施村鷲ケt f (標高
550 m),  25. m 2004, 島田考採集 ( ツルグレンで
抽出).
標本をご提供いただき, 隠岐における本種の記録
の有無をご教示頂いた, 隠岐自然館の島田孝氏にf'll
くお礼申し上げる.

(東京都世田谷区, 鈴木 亙)

◇2004 年度採集例会報告◇
2004 年度目本鞘翅学会採集例会は7 月24 日か
ら 25 日にかけて, 四国剣山見の越神社において行
われた.  日本甲虫学会との合同開催は1998 年以来
7 年間継続している.
参加者は日本鞘翅学会8 名,  日本甲虫学会27 名
で両方合わせて35 名であった. A回は現地幹事で
ある徳島の吉田正隆さんに全ておまかせして, 日本
鞘翅学会と日本甲虫学会の合同調査研究会というこ
とで入林許可を取っていただく等のお膳立てをして
いただいた.

26 -
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剣山は我々が入る直前まで雨が l 週間以上も降
らず, 力ラカラ状態であったが, なぜか 24 日から 2
日連続して, 昼過ぎに強烈な雷雨にみまわれ, 25 日
は洛雷でリフ トが止まるほどであった. したがって
24 日,  25 目で採集できたのはいずれも '「:前中のみ
であり, それ以外には24 目の夜に恒例の想親会の
あとに,  2 箇所同時に行われたナイター採集の機会
があった.
私としては l969 年以来なので, 23 日から現地に
入り採集した. 採集品はカミキリムシだけでもシコ
クヒメコブハナカ ミキリ,  ムナミソハナカミキリ,
サイゴクヒメハナカ ミキリ, ミヤマチ ビコ ブカ ミキ

リ,  トゲムネホソヒゲカ ミキリなどを得ることがで
きてかなり満足の内容であった. 参加者には関西チ
ビゴミグループを初めとしてゴミムシ屋さんが多
かったが, 四国固有種などそれなりの成果が得られ
ていたようである.
回の採集例会で最も記憶に残っていることは,

雷雨のために急速リフトに乗って雨曝しになった時
間がとても長く感じられたことと,  レストランでの
雨宿りが臨時サロンのひとときになったことである
その際に以下のような下手な句を考え付いたの
で, あえて紹介したい.
“剣山 リフトも止める夏雷雨”
“朝晴れて, '「-後はサロンの剣山”
“見の越に 虫屋も憩う 夏雷雨”
我々の採集例会の翌過に台風 19 号が四国を直
し, かなりの被害が出たとのことで本当にきわどい
タイミングであったといえる.
最後に, 現地幹事をお引き受けいただき楽しい採
集の機会を提供していただいた, 吉田正隆, 黒田祐
次の御両名に紙面をおf  りして心からのお礼を申
あげたい.

(構浜市青葉区, 大木 裕)

◇2004年特別例会報告◇
北海道大学で開催された目本昆虫学会第64 回大
会(2004 年9 月24 日~26 日 ) の小集会として, 9
月25 日に日本鞘翅学会特別例会が開かれた.
当初, テーマは 「中国本土における甲虫類の採集
報告1 として, 佐藤正 ・ 大林延夫両氏に講演して
いただく予定であったが, 大林氏が急な公務のため
不参加となり, 佐藤氏による 「四川省と湖北省での

No. l48 (Dec 2004)

採集」, 野村周平氏による「ジュネーウ 自然史博 ・ 第
l9 回ハネカクシ会議見聞」, および吉富博之による
「日本のマルドロムシ」 の3題となった.  ご多忙の
なか, 講演を引き受けていただいた佐藤・ 野村両氏
にお礼申し上げたい. 野村氏の発表では, アッ ト
ホームでありながらアカデミックな会議の状況報告
はたいへん興味深く , 目本の若手研究者はこのよう
な国際会議にもっと気軽に参加するべきである,  と
力説されているのが印象に残った.
特別例会終了後には, 引き続き札幌駅近くの居酒
屋で想親会となった. 当小集会が 「事孔性昆虫を語
る会」や 「エピラクナ想談会」 などの甲虫関係の小
集会と重なったため, 例会・ 想親会ともに参加者は
十数名程度とこじんまりとしたものであったが, 参
加者全員がアットホームな雰囲気で楽しい時間を過
ごすことができた.

(特別例会世話人, 吉富博之)

◇2004 年度大会報告◇
日本鞘翅学会第17 回大会は2004 年l l 月19 日~

20日にかけて, 神奈川県立生命の , ・ 地球博物館
にて開催された. 大会会長は目本におけるダニ学及
び t壊動物学の第一人者であり, 甲虫好きでも知ら
れている青木i  一同館館長である . 大会に先立っ
は, 前夜に 「甲虫想話会」が開催された. 初めての
試みに参加者は l3 名と少なかったが, 濃厚な話に
酒席はおおいに盛り上がった.
総会に引き続き, 五箇公一氏による 「クワガタム
シ商品化がもたらす生態リスク」 についての公開特
別講演があり, ペットとして輸入されるクワガタが
引き起こしている様々な間題を, 最新の研究データ
をもとにお話しいただいた. 「外来生物法」施行に向
け, 今まさに社会的にも注目されている内容を公開
識演でお話しいただいた意味は大きかったであろ
う.  シンポジウムは, 地域甲虫相の解明と最新の採
集技術等に関し5 名の発表の後, 総合討論が行われ
た. 近年進展した採集技術のメリット , デメリット
や地域甲虫相解明の問題点等が紹介され, 活発に討
議された. その中でも,  トラップは時として 「採れ
すぎる」 という問題が浮き りにされたが, 採れた
虫たちをどのように活用していくかは, 今後も考え
ていかなくてはならないだろう. 一般識富は口頭発
表13 題,  ポスター発表3 題の発表があり,  それそ
れの研究の成果が公表された. 年もっとも発表数
の多かった群は力ミキリの 6 題である. 同定会は相
変わらずの盛況であったし, 恒例となった分科会も
それぞれに盛り上がった様子である. 参加者も会b.1
外を含めて l70名程度に達した.
この数年, 大会には多くの会員にご参加いただ
き, 毎年活況を呈している. 来年は初の中国地方で
の大会を倉敷市自然史博物館で開催の予定である.
お近くの会員をはじめ全国の会員諸氏のご参集をお
願いしたい.

(庶務担当, 岸本年郎)
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◇会計報告◇
2003 年度決算 (2003年 l 月 l l」 ~12 1」 31 11)

第148 号 (2004 年 12 月 )

収 人 「,  算 決 算 増 減

前年度繰越金
会'fli
広告f 'i
出版物売上金

t収入

3,100,000円 3,263,769 円
3,50 0.000 3,855,000

60,000 60.000
5 0,000 2,1,000

0 29

163,769 円
355.000

0
- 26,000

2 9

合 計 6,710,000 7,202,798 492,798

支 出 「,  算 決 算 増 減

会i t、印刷 f
(Elytra) 2,200,000円 3,208,318 円 1,008,318 円

会一印刷f t
(ll l '11ニュース)  1,000,000 981,487 - 18,513
会,;志送料 720,000 707,220 - 12,780
通l, l t lt l 50,000 0 - l50,000
事 f Dt' 150,000 85,030 - 64,970
大会助成t't 100,000 100.000 0
f,備tli 50,000 0 - 50,000
次年度繰 金 2,340,000 2.120,713 - 219,257

合 ,l f 6,710,000 7,202.798 492.798

2 . 特別会ul-2003 年度決算

収 人 支 出

前年度繰越金

佐藤先生
退職記念'lf業
会から寄付
利.a

2.368.510円 次年度繰 金 3,768,532 円

1,400,000
2 2

合 ;十 3,768,532 合 ul' 3,768.532

(会;十in_ 当, 斉藤明子)

◇会 動静◇
(2004 年 l 月~ l l 月)

(会計担当, 斉藤明子)
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目本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
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針00,0, l,2,3, 4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1 丁目 7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160

( カタログ贈呈)   (株)志賀昆虫普及社


